
政
治
姿
勢
で
も
応
酬

明
し
た
。
被
災
し
た
苫
東
厚

真
火
力
発
電
所
（
厚
真
町
）

の
１
号
機
が
９
月
末
に
復
旧

す
れ
ば
「
例
年
の
よ
う
な
、

無
理
の
な
い
節
電
協
力
に
な

る
」
と
見
通
し
た
。

　

一
方
、
札
幌
市
内
で
記
者

会
見
し
た
北
海
道
電
力
の
真

弓
明
彦
社
長
は
大
規
模
停
電

に
つ
い
て
改
め
て
謝
罪
。
想

定
外
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
「
万

が
一
の
事
態
が
生
じ
た
場
合

は
、
改
め
て
節
電
目
標
を
設

定
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

道
内
で
は
例
年
、
こ
の
時

期
の
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク

は
約
３
８
０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
。
揚
水
式
の
水
力
、
京
極

発
電
所
１
、２
号
機
（
京
極

町
）
が
相
次
い
で
稼
働
し
て

基
本
的
な
供
給
力
は
１
４
日

ま
で
に
４
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

増
え
、
３
８
６
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
と
な
っ
た
。
ま
た
、
経
産

省
は
ダ
ム
式
水
力
発
電
の
運

用
方
法
を
見
直
し
て
供
給
余

力
を
高
め
る
こ
と
な
ど
で
、

緊
急
時
に
は
４
２
０
万
キ
ロ

　
【
共
同
】
自
民
党
総
裁
選
（
２
０
日
投
開
票
）
で
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
安
倍
晋

三
首
相
（
総
裁
）
と
石
破
茂
元
幹
事
長
は
１
４
日
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の

討
論
会
に
出
席
し
た
。
安
倍
氏
は
「
戦
後
７
０
年
、
一
度
も
行
え
な
か
っ
た
憲

法
改
正
に
挑
戦
し
、
日
本
の
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
決
意
だ
」
と
強

調
。
石
破
氏
は
経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
見
直
し
を
求
め
「
地
方
、中
小
企
業
、

農
林
水
産
業
が
持
つ
大
き
な
潜
在
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
必
要
だ
」
と

地
方
経
済
の
再
生
を
訴
え
た
。
政
治
姿
勢
の
在
り
方
を
巡
っ
て
も
応
酬
し
た
。

石
破
氏
「
地
方
経
済
を
再
生
」

　

道
内
で
は
冬
に
か
け
て
暖

房
の
電
力
消
費
が
膨
ら
ん
で

い
く
一
方
、
老
朽
化
し
た
火

力
発
電
へ
の
依
存
度
が
し
ば

ら
く
強
ま
る
。
道
全
体
の
需

要
を
平
時
よ
り
１
割
ほ
ど
減

ら
す
必
要
性
は
変
わ
ら
な
い

と
し
て
、
で
き
る
限
り
の
節

電
を
呼
び
掛
け
る
。

　

世
耕
氏
は
記
者
団
に
「
子

供
や
高
齢
者
の
体
調
に
影
響

が
出
ず
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
変
更
が
な
い
範
囲
で
の
節

電
を
お
願
い
し
た
い
」
と
説

　
【
共
同
】
世
耕
弘
成
経
済

産
業
相
は
１
４
日
、
地
震
に

よ
る
北
海
道
内
で
の
平
日
の

節
電
に
関
し
、
平
時
の
「
２

割
」
と
し
て
き
た
数
値
目
標

の
設
定
を
連
休
明
け
１
８
日

か
ら
取
り
や
め
る
と
発
表
し

た
。
揚
水
式
の
水
力
発
電
所

の
再
稼
働
な
ど
で
供
給
力
が

上
積
み
で
き
た
た
め
、
家
庭

や
企
業
に
一
律
の
数
値
を
示

し
た
従
来
の
要
請
を
緩
和
。

地
域
を
区
切
っ
て
電
気
を
順

番
に
止
め
る
計
画
停
電
も

「
当
面
実
施
す
る
必
要
は
な

い
」
と
語
っ
た
。

計
画
停
電
は
「
当
面
不
要
」

安倍首相「改憲へ挑戦」連
休
明
け
か
ら
、
経
産
相
表
明

北
海
道
、
節
電
目
標
取
り
や
め

関
空
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
再
開

１
０
日
ぶ
り
、
Ａ
滑
走
路
使
用

原
始
重
力
波
の

観
測
目
指
す

新
型
セ
ン
サ
ー
が
完
成

約
３
０
％
に
当
た
る
。
タ
ン

カ
ー
の
衝
突
で
破
損
し
た
連

絡
橋
の
橋
桁
の
撤
去
も
１
４

日
中
に
完
了
す
る
見
通
し
。

　

第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
午

前
５
時
ご
ろ
か
ら
利
用
客
が

訪
れ
、
受
け
付
け
を
開
始
。

午
前
７
時
半
す
ぎ
に
は
ル
フ

ト
ハ
ン
ザ
航
空
便
か
ら
外
国

人
客
や
帰
国
し
た
日
本
人
ら

が
次
々
と
到
着
口
に
降
り

立
っ
た
。
京
都
市
の
教
員
上

田
浩
さ
ん
（
４
６
）
は
「
旅

先
の
ニ
ュ
ー
ス
で
災
害
を

知
っ
た
。
意
外
に
も
早
く
復

旧
し
た
の
で
驚
い
て
い
る
」

と
話
し
た
。

　

第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
関
空

を
発
着
す
る
大
半
の
航
空

会
社
が
使
用
し
、
通
常
時
は

１
日
約
４
０
０
便
が
発
着
す

る
。
関
空
を
運
営
す
る
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
は
南
側
エ
リ
ア

の
運
用
再
開
に
伴
い
順
次
便

数
を
増
や
し
、
２
０
日
ま
で

に
５
０
％
ま
で
回
復
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

残
る
北
側
エ
リ
ア
の
再
開

は
２
１
日
を
め
ど
と
し
て
お

り
、第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
・

Ｂ
滑
走
路
と
合
わ
せ
て
旅
客

輸
送
に
関
わ
る
施
設
の
全
面

再
開
を
目
指
す
。

　

一
方
、
関
空
と
対
岸
を
道

路
や
鉄
道
で
結
ぶ
連
絡
橋

の
自
動
車
専
用
道
路
を
管
理

す
る
西
日
本
高
速
道
路
は

１
４
日
、
損
傷
し
た
橋
桁
２

交
の
実
績
を
挙
げ
「
日
本
の

新
し
い
国
造
り
に
挑
戦
し
た

い
」
と
表
明
。
社
会
保
障
に

関
し
、
６
５
歳
以
上
の
雇
用

継
続
の
仕
組
み
や
、
７
０
歳

を
超
え
て
の
年
金
給
付
開
始

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
っ
た
制
度
改
革
を
今
後

３
年
間
で
行
う
考
え
を
示
し

た
。

　

国
土
強
靱
化
の
緊
急
対
策

を
３
年
間
で
集
中
実
施
す
る

と
し
た
。
将
来
の
人
口
減
少

社
会
に
備
え
、
今
後
２
年
間

で
地
方
自
治
の
在
り
方
や
地

方
税
財
政
の
改
革
に
取
り
組

む
意
向
を
示
し
た
。

　

石
破
氏
は
社
会
保
障
制
度

を
維
持
す
る
財
源
確
保
の
必

要
性
を
指
摘
。「
東
京
や
大

企
業
の
成
長
の
果
実
が
地
方

に
波
及
す
る
と
い
う
考
え
方

は
取
っ
て
い
な
い
。
一
人
一

百
歳
以
上
６
万
９
７
８
５
人

４
８
年
連
続
増
、
女
性
８
８
％

人
の
所
得
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

災
害
対
応
の
専
任
閣
僚
や
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
た
防
災
省
創

設
を
求
め
た
。

　

憲
法
９
条
改
正
を
巡
り
、

安
倍
氏
は
「
自
衛
隊
を
書
き

込
む
こ
と
で
違
憲
論
争
に
終

止
符
を
打
つ
」
と
早
期
実
現

に
意
欲
を
表
明
。
石
破
氏

は
「
国
民
に
理
解
し
て
も
ら

う
努
力
が
要
る
」
と
指
摘

し
、
改
憲
の
進
め
方
や
手
法

に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
確

と
な
っ
た
。
石
破
氏
は
９
条

改
正
よ
り
緊
急
性
が
あ
る
と

し
て
参
院
選
「
合
区
」
解
消

を
優
先
す
べ
き
だ
と
主
張
し

た
。
戦
力
不
保
持
を
定
め
た

９
条
２
項
を
削
除
す
る
持
論

も
説
明
し
た
。

　

政
治
姿
勢
に
絡
み
、
安
倍

氏
は
公
文
書
改
ざ
ん
問
題
を

陳
謝
。
森
友
、
加
計
学
園
問

題
を
巡
り
「
国
民
が
疑
念
を

持
つ
の
は
当
然
だ
。謙
虚
に
、

丁
寧
に
政
権
運
営
に
当
た
っ

て
い
く
」
と
も
述
べ
た
。
石

破
氏
は
「
民
主
主
義
を
有
効

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
主

権
者
に
不
都
合
な
情
報
も
伝

ワ
ッ
ト
超
の
供
給
が
可
能
だ

と
明
ら
か
に
し
た
。

　

経
産
省
は
道
内
の
中
期
的

な
需
給
予
測
も
公
表
。
寒
さ

が
厳
し
く
な
る
１
２
月
は

ピ
ー
ク
需
要
５
１
６
万
キ
ロ

　

住
民
基
本
台
帳
を
基
に

１ 

５
日
時
点
で
１
０
０

歳
以
上
と
な
る
人
数
を
都

道
府
県
な
ど
を
通
じ
て
集

計
し
た
。
内
訳
は
、
男
性

が
８
３
３
１
人
（
前
年
比

１
３
９
人
増
）、
女
性
が

６
万
１
４
５
４
人
（
同
１
８ 

７
５
人
増
）。
２
０
１
８
年

度
中
に
１
０
０
歳
に
な
っ
た

人
と
、
１
０
０
歳
に
な
る

予
定
の
人
を
合
わ
せ
た
人

数
は
計
３
万
２
２
４
１
人

で
、
１
７
年
度
と
比
べ
る
と

１
４
４
人
多
い
。

　

国
内
最
高
齢
は
、
福
岡
市

で
暮
ら
す
女
性
の
田
中
カ
子

さ
ん
で
１
１
５
歳
。
男
性
は

北
海
道
足
寄
町
の
野
中
正
造

さ
ん
で
１
１
３
歳
。
ギ
ネ
ス

ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ
社
は
４

月
、
野
中
さ
ん
を
世
界
最
高

齢
の
男
性
と
認
定
し
た
。

　

都
道
府
県
別
の
居
住
地
で

は
、
東
京
が
最
多
の
５
９ 

７
３
人
。
神
奈
川
３
８
７
７

人
、
大
阪
３
５
３
７
人
が
続

い
た
。
人
口
１
０
万
人
当
た

り
の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢

者
数
は
全
国
で
５
５
・
０
８

人
。
６
年
連
続
最
多
と
な
る

島
根
が
１
０
１
・
０
２
人
と

初
め
て
１
０
０
人
を
超
え
、

鳥
取
（
９
７
・
８
８
人
）、
高

知
（
９
６
・
５
０
人
）
の
順

だ
っ
た
。

岡
山
県
倉
敷
市
の
真
備
総
合
公
園
の

体
育
館
で
、
被
災
者
ら
と
懇
談
さ
れ

る
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
＝
１
４
日
午

後
（
代
表
撮
影
）（
共
同
）

本
の
う
ち
１
２
日
に
撤
去
し

た
１
本
に
続
い
て
２
本
目
を

外
す
。
鉄
道
部
分
を
保
有
す

る
新
関
西
国
際
空
港
は
、
施

設
に
大
き
な
損
傷
が
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
２
１
日
に
も
運

転
が
再
開
さ
れ
る
と
し
て
い

る
。

　

関
空
は
４
日
に
第
１
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
Ａ
滑
走
路
な

ど
が
広
範
囲
に
浸
水
し
、
停

電
や
設
備
損
傷
が
発
生
。
一

時
全
面
閉
鎖
し
、
７
日
か
ら

被
害
を
免
れ
た
第
２
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
と
Ｂ
滑
走
路
で
一

部
の
運
航
を
再
開
し
て
い

た
。

声
を
掛
け
た
。

　

両
陛
下
が
被
災
地
を
訪
れ

る
の
は
、
今
年
６
月
に
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況

を
視
察
し
た
福
島
県
以
来
。

被
災
か
ら
間
も
な
い
時
期
に

空
路
で
現
地
に
入
る
の
は
、

熊
本
地
震
後
の
２
０
１
６
年

５
月
以
来
と
な
っ
た
。

　

両
陛
下
は
ま
ず
、
真
備
町

地
区
を
見
渡
す
堤
防
か
ら
現

地
を
視
察
。
陛
下
は
説
明

役
を
務
め
た
伊
東
香
織
市
長

を
「
災
害
で
大
変
な
思
い

を
し
て
い
ま
す
ね
」
と
気
遣

　
【
共
同
】
西
日
本
豪
雨
の

被
災
者
を
見
舞
う
た
め
、
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
は
１
４
日

午
後
、
空
路
で
岡
山
県
倉
敷

市
を
訪
問
さ
れ
た
。
甚
大
な

被
害
が
出
た
真
備
町
地
区
の

災
害
対
応
拠
点
と
な
っ
て
い

る
真
備
総
合
公
園
で
は
、
園

内
の
体
育
館
で
待
ち
受
け
た

遺
族
や
被
災
者
ら
と
懇
談

し
、
天
皇
陛
下
は
「
大
変
で

し
た
ね
」「
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
励
ま
し
、
皇
后
さ

ま
は
「
お
疲
れ
が
出
な
い
よ

う
に
ね
」
と
、
い
た
わ
り
の

え
、
少
数
意
見
を
尊
重
す
る

こ
と
が
必
要
だ
」
と
注
文
を

付
け
た
。

　

総
裁
選
は
１
５
日
に
は
京

都
、
佐
賀
両
府
県
で
、
１
６

日
に
は
三
重
、
宮
城
両
県
で

演
説
会
も
行
わ
れ
る
。
国
会

議
員
票
４
０
５
票
と
、党
員
・

党
友
に
よ
る
地
方
票
４
０
５

票
の
計
８
１
０
票
を
争
う
。

両
陛
下
、
被
災
者
い
た
わ
る

豪
雨
の
岡
山
、
空
路
日
帰
り

　
【
共
同
】
宇
宙
誕
生
直
後

に
発
生
し
た「
原
始
重
力
波
」

の
観
測
を
目
指
す
国
際
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ポ
ー
ラ
ー
ベ
ア

計
画
」
の
望
遠
鏡
の
新
型
セ

ン
サ
ー
が
完
成
し
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構
で
１
４

日
、報
道
陣
に
公
開
さ
れ
た
。

南
米
チ
リ
・
ア
タ
カ
マ
高
地

に
設
置
さ
れ
た
望
遠
鏡
に
取

り
付
け
て
年
内
に
も
観
測
を

始
め
る
。

　

原
始
重
力
波
は
、
１
３ 

８
億
年
前
に
宇
宙
が
誕
生
し

て
急
激
に
膨
張
し
た
際
に
生

じ
た
空
間
の
ゆ
が
み
。
ゆ
が

み
は
宇
宙
全
体
に
広
が
り
、

星
々
の
間
を
満
た
す
微
弱
な

光
の
中
に
痕
跡
が
残
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

セ
ン
サ
ー
は
７
千
個
以
上

の
光
検
出
器
を
並
べ
た
円
筒

形
で
、
直
径
０
・
８
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
１
・
９
メ
ー
ト
ル
。

光
の
波
の
わ
ず
か
な
振
動
の

変
化
を
捉
え
る
た
め
、
検
出

器
の
数
を
６
倍
に
増
や
し
て

複
数
の
波
長
で
観
測
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
日
本

や
米
国
、
英
国
な
ど
８
カ
国

が
参
加
。
目
に
は
見
え
な
い

原
始
重
力
波
を
頼
り
に
、
宇

宙
誕
生
直
後
の
姿
を
描
き
出

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

自民党青年局・女性局主催の討論会を終え、握手する石破元幹
事長（左）と安倍首相＝１４日午後、東京・永田町の党本部（共同）

　
【
共
同
】「
敬
老
の
日
」（
今

年
は
１
７
日
）
を
前
に
、

厚
生
労
働
省
は
１
４
日
、

１
０
０
歳
以
上
と
な
る
全
国

の
高
齢
者
は
６
万
９
７
８
５

人
に
上
り
、
４
８
年
連
続
で

増
加
し
た
と
発
表
し
た
。
昨

年
比
で
２
０
１
４
人
多
く
、

女
性
が
８
８
・
１
％
を
占
め

た
。
健
康
志
向
や
医
療
技
術

の
進
歩
で
、２
０
年
前
の
６
・

９
倍
、
１
０
年
前
の
１
・
９

倍
と
な
っ
た
。
同
省
の
担
当

者
は
「
元
気
に
過
ご
せ
る
期

間
が
の
び
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
る
」と
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
台
風
２
１
号
に

伴
う
高
潮
に
よ
っ
て
浸
水
し

た
関
西
空
港
は
１
４
日
、
第

１
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
南
側

エ
リ
ア
と
Ａ
滑
走
路
の
運
用

を
再
開
し
た
。
４
日
の
全
面

閉
鎖
か
ら
１
０
日
ぶ
り
。
同

ビ
ル
２
階
の
国
内
線
搭
乗
口

か
ら
全
日
空
の
羽
田
便
に
乗

客
が
乗
り
込
み
、
午
前
７
時

す
ぎ
、
管
制
の
指
示
で
Ｂ
滑

走
路
か
ら
離
陸
し
た
。
Ａ
滑

走
路
は
未
明
に
貨
物
便
が
離

陸
に
使
用
、
旅
客
便
で
は
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
発
の
ル
フ
ト

ハ
ン
ザ
便
が
午
前
７
時
２
０

分
ご
ろ
、
第
１
便
と
し
て
着

陸
し
た
。

　

こ
の
日
は
国
際
線
約
８
０

便
、
国
内
線
約
４
０
便
が
離

着
陸
を
予
定
。
被
災
前
の

と
、
思
い
や
っ
て
い
た
。

　

陛
下
は
ボ
ー
ト
を
使
っ
て

救
助
に
当
た
っ
た
男
性
を

「
本
当
に
、
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
ね
」
と
ね
ぎ
ら
い
、
皇

后
さ
ま
は
一
人
一
人
に
「
お

疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
ら
、お
大
事
に
ね
」

と
語
り
掛
け
た
。

　

懇
談
は
立
っ
た
ま
ま
約

２
５
分
に
及
び
、
両
陛
下
は

岡
山
空
港
に
向
か
う
陸
上
自

衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗

り
込
ん
だ
後
も
離
陸
す
る
ま

で
被
災
者
に
手
を
振
っ
て
い

た
。

　

両
陛
下
は
同
日
夕
、
羽
田

着
の
特
別
機
で
帰
京
し
た
。

当
初
予
定
し
て
い
た
広
島
県

へ
の
訪
問
は
現
地
の
悪
天
候

で
移
動
の
ヘ
リ
が
使
え
ず
延

期
と
な
っ
た
。
日
程
は
今
後

調
整
す
る
。
２
０
日
に
は
同

じ
く
豪
雨
被
災
地
の
愛
媛
県

を
訪
れ
る
。

ふるさと納税制度に関し、抜本的に見直す方針を表明
する野田総務相＝１１日午前、総務省（共同）

論
戦
は
４
日
ぶ
り
に
再
開
し

た
。

　

安
倍
氏
は
政
権
を
担
っ
た

約
５
年
９
カ
月
の
経
済
や
外

　

両
氏
は
続
い
て
、
党
青
年

局
・
女
性
局
主
催
の
討
論
会

に
参
加
。
安
倍
氏
の
ロ
シ

ア
訪
問
で
中
断
さ
れ
て
い
た

　
【
パ
リ
共
同
】パ
リ
の
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
に
太
陽
や
金
び
ょ

う
ぶ
な
ど
日
本
の
象
徴
や
芸

術
を
投
影
す
る
特
別
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
１
３
日
行
わ
れ
、

「
鉄
の
貴
婦
人
」
と
も
呼
ば

仏
友
好
１
６
０
周
年
を
記
念

し
て
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
中
の

イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

２
０
１
８
」
の
一
環
。
フ
ラ

ン
ス
を
訪
問
中
の
皇
太
子
さ

ま
が
点
灯
式
に
臨
ま
れ
た
。

い
、
皇
后
さ
ま
は
「
力

を
合
わ
せ
て
、
い
い
復

興
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
た
。

　

懇
談
の
場
に
は
、
約

３
０
人
が
集
ま
っ
た
。

陛
下
は
母
親
（
７
６
）

を
亡
く
し
た
斎
藤
謙
介

さ
ん
（
５
１
）
に
「
災

害
に
遭
わ
れ
て
大
変

だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
と

話
し
掛
け
、
皇
后
さ
ま

は
斎
藤
さ
ん
が
持
参
し

た
遺
影
を
手
に
取
り「
ま

だ
お
若
い
の
に
、
お
寂

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
」

れ
る
観
光
名
所
を
包
ん
だ
光

の
ア
ー
ト
に
多
く
の
観
光
客

や
市
民
が
目
を
奪
わ
れ
た
。

　

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
井

幹
子
さ
ん
と
長
女
の
リ
ー
サ

明
理
さ
ん
が
手
掛
け
た
。
日

　

笛
や
琴
の
音
、
和
洋
折
衷

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
フ
ラ
ン
ス

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
な
ど
と
共

に
約
７
０
０
の
照
明
器
具
を

使
っ
て
尾
形
光
琳
の
「
燕
子

花
図
ビ
ョ
ウ
（
尾
の
毛
が
併

の
旧
字
体
の
ツ
ク
リ
）
風
」

な
ど
を
塔
に
投
影
。
約
１
０

分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
繰
り
返

し
映
し
出
し
た
。

　

明
理
さ
ん
は
「
日
本
の
芸

術
を
知
ら
な
か
っ
た
人
に
も

発
見
の
良
い
機
会
に
な
る
は

ず
」と
話
し
た
。ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
１
４
日
も
行
わ
れ
る
。

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

に
金
び
ょ
う
ぶ

日
本
の
芸
術
、
光
で
投
影

ワ
ッ
ト
に
対

し
、
供
給
力

が
５
６
６
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト

に
達
す
る
と

見
込
ん
だ
。

た
だ
、
こ
れ

は
苫
東
厚
真

２
号
機
な
ど

が
計
画
通
り

に
復
旧
す
る

前
提
で
、
正

常
化
に
は
不

安
を
残
し
て

い
る
。

日
本
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
。
燕
子
花
図
ビ
ョ
ウ（
尾
の
毛
が
併
の
旧
字
体
の
ツ
ク
リ
）

風
の
イ
メ
ー
ジ
＝
１
３
日
、
パ
リ
（
共
同
）
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１
次
投
票
ま
で
の
演
説
絶
望
的

は
伯
国
同
様
、
米
中
の
貿
易

戦
争
や
国
内
事
情
で
為
替
が

急
騰
中
だ
。
１
３
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
に
よ
る
と
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
で
は
今
年
、
ド
ル

が
１
０
３
％
、
ト
ル
コ
も

６
８
％
値
上
が
り
し
た
。
伯

国
は
年
初
に
１
ド
ル
＝
３
・

２
０
レ
ア
ル
だ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
１
４
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
は
、
１
３
日
の
ド
ル
は

４
・
２
０
４
６
レ
に
達
し
た

後
、
４
・
１
５
２
レ
で
閉
じ
、

２
６
・６
１
％
高
と
報
じ
た
。

　

伯
国
の
Ｃ
Ｄ
Ｓ
指
数
上
昇

は
、
選
挙
の
行
方
が
混
沌
と

し
、
今
後
の
経
済
政
策
が
見

え
な
い
事
が
主
要
因
だ
。
元

中
銀
総
裁
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
テ
ン
デ
ン
シ
ア
ス

共
同
経
営
者
の
グ
ス
タ
ー

ヴ
ォ
・
ロ
ヨ
ラ
氏
は
、「
Ｃ

Ｄ
Ｓ
や
株
式
市
場
の
指
数
改

善
は
、
大
統
領
が
決
ま
り
、

投
資
家
に
新
政
権
の
経
済
政

策
が
見
え
て
き
た
時
」
で
、

「
先
行
き
不
安
だ
と
、
市
場

は
自
己
防
衛
的
な
動
き
と
な

　

６
日
の
刺
傷
事
件
後
は
入
院
中
の
極
右
大
統
領
候
補
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
、
１
２
日
夜
も
緊
急
手
術
を
受
け
る
な
ど
、

回
復
状
況
が
思
わ
し
く
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
同
氏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
大
き
な

支
障
が
出
て
き
て
い
る
と
、
１
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
は
絶
望

的
だ
。
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
重
鎮
で
、

聖
州
の
上
院
議
員
候
補
の
マ

ジ
ョ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
オ
氏

も
「
現
時
点
で
は
医
師
た
ち

も
、
い
つ
か
ら
選
挙
活
動
が

で
き
る
の
か
の
判
断
が
で
き

ず
に
い
る
」と
語
っ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
陣
営
は
、
既

に
予
定
さ
れ
て
い
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
う
ち
、
北
東
部
の

も
の
は
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
。
北
東
部
は
労
働
者
党
な

ど
の
票
田
で
、
同
氏
に
と
っ

て
は
支
持
率
が
低
い
地
域
の

一
つ
だ
。

　

現
状
で
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
の
息
子
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏

が
リ
オ
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏

が
聖
州
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

引
き
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
程
度
だ
と
い
う
。

　

一
方
、
陸
軍
予
備
大
将
で

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
副
候
補
の

ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン
氏

（
ブ
ラ
ジ
ル
労
働
革
新
党
・

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
）
は
、「
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
代
理
と
し
て
討
論

会
な
ど
に
参
加
す
る
」
と
息

巻
き
、
高
等
選
挙
裁
判
所
に

　

こ
こ
１
週
間
ほ
ど
、
連
日

の
よ
う
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
６
日
に
起
き
た
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
刺
傷
事
件
の
真
相

を
め
ぐ
り
、
同
氏
の
熱
心
な

支
持
者
た
ち
が
、
警
察
に
頼

ら
ず
に
自
分
た
ち
で
捜
査
を

行
お
う
と
し
て
お
り
、
連
邦

そ
の
希
望
を
申
し
出
た
が
、

こ
れ
が
陣
営
内
部
で
物
議
を

醸
し
て
い
る
。
こ
の
申
し
出

は
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
の
単
独
判
断
に

よ
る
も
の
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

家
や
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
了
承
を
取
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
モ
ウ
ロ
ン
氏
は

１
３
日
、
パ
ラ
ナ
州
ク
リ

チ
ー
バ
で
の
講
演
会
で
、「
新

し
い
憲
法
を
作
り
た
い
。
そ

れ
を
作
る
の
は
必
ず
し
も
国

民
の
投
票
で
選
ば
れ
た
人
で

あ
る
必
要
は
な
い
」
と
、
立

法
機
関
で
あ
る
連
邦
議
会
へ

の
侮
辱
と
と
ら
れ
か
ね
な
い

発
言
を
行
っ
た
。
同
氏
は
以

前
も
軍
の
許
可
な
く
政
治
的

発
言
を
行
っ
て
物
議
を
醸
し

て
お
り
、「
舌
禍
」
も
不
安

視
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
手
術
で
長
引
く
入
院

る
」
と
し
て
い
る
。

　

市
場
が
特
に
懸
念
す
る
の

は
、
伯
国
が
抱
え
る
財
政
赤

字
だ
。
現
時
点
で
の
赤
字
額

は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
約
８
０
％
で
、
新
興
国
平

均
の
５
０
％
を
大
き
く
上
回

る
。
市
場
関
係
者
は
、
現
在

の
財
政
赤
字
で
は
持
続
可
能

と
は
い
え
ず
、
新
大
統
領
が

財
政
改
革
を
断
行
し
な
い
限

り
、
国
際
的
な
信
頼
を
取
り

戻
す
の
は
困
難
だ
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス

氏
（
民
主
労
働
党
）
は
支
出

上
限
法
撤
回
を
訴
え
、
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
（
労

働
者
党
）
は
社
会
保
障
制
度

改
革
を
拒
否
。
支
持
率
１
位

の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
（
社
会
自
由
党
）
は
連

立
が
組
め
ず
、
統
治
能
力
不

足
を
案
ず
る
声
が
強
い
。

　

１
４
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

に
は
、
ハ
ダ
ジ
氏
躍
進
を
恐

れ
、
１
３
日
の
ド
ル
は
４
・

１
９
７
レ
に
到
達
と
あ
る
。

同
エ
ス
タ
ー
ド
紙
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
再
手
術
の
報
道

と
支
持
率
調
査
の
結
果
発
表

で
ド
ル
は
４
・
１
９
９
８
レ

で
閉
じ
た
と
報
じ
た
。
１
４

日
も
ド
ル
は
一
時
的
に
上

が
っ
た
が
、
午
後
５
時
の
値

は
４
・１
６
６
９
レ
で
、
０
・

６
７
％
下
が
っ
た
。

　

国
際
的
な
信
用
格
付
会
社

が
伯
国
を
投
資
資
格
あ
り
と

し
た
、
０
８
年
の
Ｃ
Ｄ
Ｓ
指

数
は
１
０
０
前
後
だ
っ
た
。

や
利
息
な
ど
の
損
失
を
保
証

さ
れ
る
。
売
り
手
は
保
証
料

を
受
け
取
る
代
わ
り
、
債
務

不
履
行
時
は
買
い
手
に
対
し

損
失
分
を
払
う
。

　

伯
国
の
Ｃ
Ｄ
Ｓ
指
数
は
１

月
の
時
点
で
１
４
０
ポ
イ
ン

ト
（
Ｐ
）
だ
っ
た
が
、
８
月

に
は
３
１
０
Ｐ
ま
で
上
昇
。

現
在
は
２
８
２
Ｐ
だ
が
、
そ

れ
で
も
１
月
の
倍
だ
。
新
興

国
中
、
伯
国
の
指
数
を
上

回
る
の
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
７
０
０
Ｐ
と
ト
ル
コ
の

５
０
０
Ｐ
の
み
だ
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ト
ル
コ

　

選
挙
の
行
方
が
不
透
明
な

事
な
ど
で
、
伯
国
の
負
債
に

対
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ

フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｃ

Ｄ
Ｓ
）
指
数
が
倍
に
な
り
、

新
興
国
の
中
で
も
よ
り
深
刻

な
状
況
と
１
３
、１
４
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｓ
は
、
社
債
や
国
債

な
ど
の
信
用
リ
ス
ク
に
対
す

る
保
険
と
も
い
え
る
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
契
約
だ
。
債
権
者
や

投
資
家
は
、
保
証
料
を
払
う

事
で
、
契
約
対
象
と
な
る
債

権
が
債
務
不
履
行
（
デ
フ
ォ

ル
ト
）
に
な
っ
て
も
、
元
本

選
挙
の
不
透
明
感
な
ど
が
影
響

ユ
ネ
ス
コ
の
一
団
が
視
察
へ

新
興
国
の
中
で
も
深
刻
な
状
況

術
と
そ
の
後
の
回
復
も
含
め

た
完
全
回
復
に
は
あ
と
４
カ

月
か
ら
６
カ
月
か
か
る
と
い

う
。
退
院
も
、
少
な
く
と
も

あ
と
１
０
日
は
か
か
る
見
込

み
だ
。

　

現
状
で
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
は
会
話
を
す
る
の
も
困
難

な
状
態
だ
と
い
う
。
病
院
関

係
者
の
話
だ
と
、「
仮
に
退

院
し
て
も
、
自
由
に
歩
け
る

ま
で
回
復
す
る
の
は
か
な
り

遅
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」

「
群
集
の
前
に
現
れ
、
か
つ

が
れ
た
り
、
選
挙
カ
ー
の
上

に
乗
る
な
ど
の
行
為
に
は
ド

ク
タ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

る
」
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ

り
、
少
な
く
と
も
一
次
投
票

（
１
０
月
７
日
）
前
は
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
自
身
の
街
頭

１
３
日
の
ユ
ネ
ス
コ
の
視
察
団

（Fernando Frazão/Agência 
Brasil

）

息子のエドゥアルド・ボウソナロ下議
（Fabio Rodrigues Pozzebom/ Agencia Brasil）

副
候
補
代
理
案
も
高
リ
ス
ク

リオ国立博物館

　

オ
リ
ン
ピ
オ
氏
は
、「
私

や
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
、
モ
ウ
ロ

ン
で
は
１
０
０
万
人
は
集
ま

ら
な
い
。
で
も
、
な
ん
と
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
送
れ
る
は
ず

だ
」
と
語
る
に
止
ま
っ
た
。

警
察
が
遺
憾
に
感
じ
、
事
態

を
心
配
し
て
い
る
と
い
う
。

メ
デ
ィ
ア
の
情
報
か
ら
は
、

同
氏
の
支
持
者
た
ち
が
様
々

な
こ
と
に
強
い
猜
疑
心
を
抱

い
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
ら

れ
て
い
る
が
、
犯
罪
捜
査
に

お
い
て
は
プ
ロ
の
資
格
が
あ

り
、
そ
の
権
利
が
法
的
に
も

保
障
さ
れ
て
い
る
機
関
の
行

動
は
、
し
っ
か
り
と
尊
重
す

る
べ
き
で
は
？　

自
分
た
ち

の
納
得
す
る
結
果
が
出
な
い

た
め
に
、
焦
る
気
持
ち
が
募

る
の
は
わ
か
る
が
、
今
後
の

た
め
に
も
、
社
会
の
ル
ー
ル

は
守
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
９
号
線
で
１
３

日
、
電
車
が
止
ま
り
、
長
時

間
に
わ
た
り
混
乱
が
続
く

事
態
が
起
き
た
。
こ
れ
は
午

前
１
０
時
頃
、
同
線
の
ピ

ニ
ェ
イ
ロ
ス
駅
と
エ
ブ
ラ
イ

カ
・
レ
ボ
ウ
サ
ス
駅
の
間
で

電
力
ケ
ー
ブ
ル
に
異
常
が
発

生
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
も

の
で
、
発
生
し
て
し
ば
ら
く

は
、
乗
客
が
下
車
し
て
線
路

の
上
を
歩
い
て
進
む
姿
が
見

ら
れ
た
。
同
線
で
は
こ
の
後

も
、
オ
ザ
ス
コ
駅
か
ら
グ
ラ

ジ
ャ
ウ
ー
駅
の
間
が
午
後
３

時
５
０
分
ま
で
減
速
運
転
と

な
っ
た
。
地
下
鉄
も
含
め
、

鉄
道
関
係
の
事
故
や
故
障
の

多
さ
は
相
変
わ
ら
ず
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
は
サ
ッ
カ
ー
全
国

選
手
権
の
第
２
５
節
。
聖
州

勢
の
試
合
は
明
日
１
６
日

で
、
現
在
首
位
と
勝
ち
点
差

な
し
で
２
位
の
サ
ン
パ
ウ
ロ

は
敵
地
で
の
サ
ン
ト
ス
と
の

ク
ラ
シ
コ
（
伝
統
カ
ー
ド
）

だ
。
最
近
、
エ
ー
ス
、
ガ
ビ

ゴ
ル
の
活
躍
で
調
子
の
よ
い

サ
ン
ト
ス
だ
け
に
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
は
要
注
意
だ
。
ま
た
、

首
位
、
２
位
を
勝
ち
点
差
３

で
追
う
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は
、

敵
地
で
の
バ
イ
ア
戦
だ
。

　

保
健
省
が
１
２
日
、
１
０

日
ま
で
に
感
染
が
確
認
さ
れ

た
麻
疹
（
は
し
か
）
の
患
者

は
１
６
７
３
人
に
達
し
た
と

発
表
し
た
と
、
同
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
０
日
現
在
の
感
染
者

数
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

１
３
２
６
人
、
ロ
ラ
イ
マ
州

３
０
１
人
、
聖
州
２
人
、
リ

オ
州
１
８
人
、
南
大
河
州

１
８
人
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
２

人
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
４

人
、
パ
ラ
ー
州
２
人
だ
。
ま

た
、
感
染
の
有
無
確
認
の
た

め
の
検
査
待
ち
や
結
果
待
ち

の
人
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

７
７
３
８
人
、
ロ
ラ
イ
マ
州

７
４
人
の
計
７
８
１
２
人
い

る
。

　

な
お
、
麻
疹
に
よ
る
死
者

は
、
ロ
ラ
イ
マ
州
４
人
、
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
４
人
で
、
前
回

発
表
後
の
増
加
は
な
い
。

　

現
在
国
内
で
確
認
さ
れ
て

い
る
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
は
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
で
も
確
認
さ
れ
て

い
る
Ｄ
８
型
だ
。
ロ
ラ
イ
マ

州
と
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
で
の
流

行
は
、
麻
疹
に
感
染
し
た
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
人
が
持
ち
込
ん
だ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
、
国
内
初
の

死
者
も
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
の
子

供
だ
っ
た
。

　

他
方
、
ロ
ラ
イ
マ
、
ア
マ

ゾ
ナ
ス
両
州
で
の
流
行
を
機

に
始
ま
っ
た
、
１
歳
以
上
、

５
歳
未
満
の
子
供
を
対
象
と

す
る
予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
８
月
３
１
日
ま
で
の

予
定
が
９
月
１
４
日
ま
で
に

延
長
さ
れ
た
。
麻
疹
の
予
防

接
種
は
３
種
混
合
の
形
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　

８
月
に
始
ま
っ
た
予
防
接

種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ポ
リ

オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
の
予

防
接
種
と
並
行
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。
１
４
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る

と
、
１
３
日
ま
で
の
予
防
接

種
実
施
率
は
、
３
歳
児
が

９
６
・
５
５
％
、
４
歳
児
が

９
５
・
４
４
％
で
目
標
を
達

成
し
て
い
る
が
、
１
歳
児

の
接
種
率
が
８
５
・
４
５
％

と
低
く
、
目
標
の
９
５
％

は
達
成
出
来
て
い
な
い
。
個

別
に
見
た
接
種
率
は
、
麻

疹
９
４
・
７
％
、
ポ
リ
オ

９
３
・６
％
だ
と
い
う
。

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
代
表
団
が

１
３
日
に
リ
オ
市
を
訪
れ
、

２
日
に
火
災
に
遭
っ
た
国
立

博
物
館
を
視
察
し
た
。
１
４

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
メ
ネ

ガ
ッ
ジ
氏
を
団
長
と
す
る
一

団
の
活
動
は
、
来
週
か
ら
本

格
化
す
る
。
１
３
日
に
リ
オ

を
訪
れ
た
の
は
、
メ
ネ
ガ
ッ

ジ
氏
と
ジ
ョ
ゼ
・
ル
イ
ス
・

ペ
ル
デ
ソ
リ
氏
で
、
博
物
館

理
事
ら
と
の
会
談
と
現
状
視

察
が
主
眼
だ
っ
た
。

　

メ
ネ
ガ
ッ
ジ
氏
は
こ
れ
ま

で
も
、
レ
バ
ノ
ン
で
行
わ
れ

た
シ
リ
ア
の
歴
史
遺
産
復
興

計
画
を
主
導
。
ペ
ル
デ
ソ
リ

氏
は
イ
タ
リ
ア
の
国
際
文
化

財
保
存
修
復
セ
ン
タ
ー
で
各

種
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保
存
計

画
を
担
当
し
て
い
る
。

　

国
立
博
物
館
の
復
興
計
画

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
ド
イ
ツ
、
メ
キ
シ
コ
、

チ
リ
な
ど
も
強
い
関
心
を
示

し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
博
物
館
は
火
災
後
、
館

内
の
様
子
や
残
っ
て
い
る
文

化
財
の
有
無
を
確
認
す
る
作

業
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、

１
２
日
か
ら
は
、
博
物
館
の

本
館
周
囲
を
板
で
囲
う
作
業

も
始
め
た
。

　

同
館
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド

レ
・
ケ
ル
ネ
ル
館
長
に
よ
る

と
、
ユ
ネ
ス
コ
の
一
団
は
現

場
視
察
前
、
博
物
館
の
理
事

ら
と
会
合
を
持
ち
、「
歴
史

遺
産
が
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う

に
手
段
を
講
じ
る
」
な
ど
の

具
体
的
な
提
言
も
行
っ
た
。

同
館
は
２
日
の
火
災
で
屋
根

が
焼
け
落
ち
、
天
井
が
開
い

た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
立
博
物
館
は
今
年
で
創

立
２
０
０
周
年
を
迎
え
、
帝

政
時
代
も
し
く
は
伯
国
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
だ
っ
た

頃
か
ら
の
歴
史
的
な
遺
産
や

遺
骨
、
調
査
団
が
行
っ
て
き

た
長
年
の
研
究
資
料
な
ど
、

伯
国
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要

な
資
料
を
数
多
く
収
め
て
い

た
が
、
今
回
の
火
災
で
そ
の

約
９
０
％
を
失
っ
た
。

　

ケ
ル
ネ
ル
館
長
は
、
こ
れ

ほ
ど
の
被
害
を
受
け
て
も
な

お
、
同
博
物
館
は
活
動
を
続

け
る
意
向
で
、
博
物
館
と
し

て
の
研
究
な
ど
も
継
続
し
て

行
く
と
強
調
し
て
い
る
。
ま

た
、
火
災
の
間
接
的
な
要
因

と
な
っ
た
、
国
か
ら
の
支
援

の
少
な
さ
な
ど
を
改
め
て
訴

え
て
い
く
所
存
だ
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
現
在
、

博
物
館
復
興
の
た
め
の
支
援

を
国
際
的
に
呼
び
か
け
続
け

て
い
る
。
連
邦
政
府
は
１
０

日
に
伯
国
博
物
館
庁
（
Ｉ
ｂ

ｒ
ａ
ｍ
）
を
設
立
。
国
立
博

物
館
再
建
の
責
任
は
リ
オ
連

邦
大
学
か
ら
同
庁
に
移
る
。

同
庁
で
は
、
向
こ
う
１
年
以

内
に
、
本
格
的
か
つ
国
際
的

な
リ
オ
国
立
博
物
館
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た

い
と
し
て
い
る
。

　

１
４
日
に
発
表
さ
れ
た
国

連
開
発
計
画
（
Ｐ
ｎ
ｕ
ｄ
、

英
語
で
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
に
よ

る
と
、
２
０
１
７
年
の
人
間

開
発
指
数
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
は

前
年
よ
り
０
・
０
０
１
ポ
イ

ン
ト
上
が
り
、
０
・
７
５
９

に
な
っ
た
が
、
世
界
１
８
９

カ
国
中
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
３

年
連
続
の
７
９
位
だ
っ
た
と

１
４
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
平
均
余
命
と
教

育
（
識
字
率
、
就
学
率
）、

所
得
を
指
数
化
し
、
あ
る
国

の
平
均
達
成
度
を
測
る
指
標

で
、
１
に
近
い
ほ
ど
評
価
が

高
い
。
上
位
の
ノ
ル
ウ
エ
ー

や
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ

は
０
・
９
５
３
〜
０
・
９
３
６

で
、
下
位
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
や

中
央
ア
フ
リ
カ
、
南
ス
ー
ダ

ン
、
チ
ャ
ド
、
ブ
ル
ン
ジ
は
０
・

３
５
４
〜
０
・
４
１
７
だ
っ

た
。

　

伯
国
の
平
均
余
命
は
、

１
９
９
０
年
以
降
、
１
０

年
以
上
延
び
、
７
５
・
７
年

に
達
し
た
。
２
０
１
６
年
は

７
５
・５
年
だ
っ
た
か
ら
、
１

年
で
０
・
２
年
延
び
た
事
に

な
る
。
平
均
余
命
の
指
数
は

０
・７
６
５
だ
っ
た
。

　

国
民
１
人
あ
た
り
の
所
得

（
国
民
総
生
産
・
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で

算
出
）
は
１
万
３
７
３
０
ド

ル
か
ら
１
万
３
７
５
５
ド
ル

に
増
え
た
が
、
２
０
１
５
年

に
記
録
し
た
１
万
４
３
５
０

ド
ル
は
下
回
っ
て
い
る
。
所

得
に
関
す
る
指
数
は
０
・

４
７
１
だ
っ
た
。

　

国
民
の
平
均
就
学
年
数
は

７
・
８
年
で
、
１
６
年
と
同

じ
だ
っ
た
。
こ
の
数
字
と
、今
、

学
校
に
入
る
子
が
勉
強
す
べ

き
期
間
の
１
５
・
４
年
は
、

１
５
年
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い

と
い
う
。

　

ラ
米
で
の
伯
国
は
、
チ

リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル

グ
ア
イ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
次
ぐ

５
位
だ
が
、
辛
う
じ
て
、
ラ

米
・
カ
リ
ブ
諸
国
平
均
の
０
・

７
５
８
を
上
回
っ
た
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
は
、
ロ

シ
ア
の
０
・
８
１
６
（
世
界

４
９
位
）
に
次
ぐ
２
位
で
、

以
下
、
中
国
、
南
ア
フ
リ
カ
、

イ
ン
ド
と
続
く
。

　

な
お
、
所
得
や
医
療
、
教

育
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
格

差
を
加
味
し
た
指
数
は
０
・

５
７
８
で
、
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
は
一
気
に
１
７
落
ち
る
。

選挙キャンペーン参加は不能
　

聖
市
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
病
院
に
入
院

中
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
１
２

日
夜
、
腸
閉
塞
に
伴
う
緊
急

手
術
を
行
な
っ
た
。
こ
の
手

術
は
、
事
件
当
日
に
行
わ
れ

た
緊
急
手
術
に
次
ぐ
２
回
目

の
も
の
で
、
癒
着
し
た
部
分

を
戻
す
作
業
と
、
１
回
目
の

手
術
の
縫
合
部
の
破
れ
を
つ

く
ろ
い
、
腹
腔
内
を
洗
浄
す

る
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

手
術
を
担
当
し
た
医
師
に

よ
る
と
、
同
氏
は
ま
だ
、
人

工
肛
門
を
外
す
た
め
の
手
術

が
必
要
だ
と
い
う
。
再
々
手

麻
疹
患
者
１
６
０
０
人
超
す

予
防
接
種
率
は
目
標
に
届
か
ず
？

復
興
に
向
け
て
動
き
は
じ
め
る

ボウソナロ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
が
３
０
０
Ｐ
前
後
ま
で
急
上
昇

（２）２０１８年 第５０８３号 ９月 １５日 （土曜日）

若
干
改
善
も
３
年
連
続
７
９
位

格
差
を
入
れ
る
と
９
６
位
に

人間開発指数



　

平へ
い

成せ
い

２
８
（
２
０
１
６
）
年ね

ん

５
月が

つ

、「
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

首し
ゅ

脳の
う

会か
い

議ぎ

」、

通つ
う

称し
ょ
う「
サ
ミ
ッ
ト
」
が
伊い

勢せ

志し

摩ま

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
各か

っ

国こ
く

首し
ゅ

脳の
う

が
伊い

勢せ

の
神じ

ん

宮ぐ
う

を
「
参さ

ん

拝ぱ
い

」
し
た
。
外が

い

務む

省し
ょ
うは
当と

う

初し
ょ

、
日に

本ほ
ん

以い

外が
い

の
参さ

ん

加か

各か
っ

国こ
く

は
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

国こ
く

の
た
め
、「
参さ

ん

拝ぱ
い

」
で
は

な
く
「
表

ひ
ょ
う

敬け
い

」
と
し
て
、
神し

ん

道と
う

色し
ょ
くを
で
き
る
だ
け
消け

し
た
い

と
考か

ん
が

え
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
参さ

ん

加か

国こ
く

の
方ほ

う

か
ら
「
日に

本ほ
ん

に
合あ

わ
せ
た
い
」

「
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

を
味あ

じ

わ
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
うの
「
参さ

ん

拝ぱ
い

」
の
形け

い

式し
き

を
取と

る
こ
と
の
了

り
ょ
う

承し
ょ
うを
申も

う

し
出で

て
来き

た

そ
う
だ
。

　

内な
い

宮く
う

御ご

正し
ょ
う

宮ぐ
う

か
ら
出で

て
き
た
各か

っ

国こ
く

首し
ゅ

脳の
う

の
顔か

お

は
太た

い

陽よ
う

の
明あ

か

る
い
光ひ

か
りに
照て

ら
さ
れ
て
、
喜よ

ろ
こ
び
と
感か

ん

激げ
き

に
溢あ

ふ

れ
て
い
た
。
各か

っ

国こ
く

首し
ゅ

脳の
う

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
言こ

と

葉ば

を
記き

帳ち
ょ
うし
た
。
一い

ち

部ぶ

だ
け
を
引い

ん

用よ
う

す
る
と

　
「
日に

本ほ
ん

の
源

み
な
も
とで
あ
り
、
調

ち
ょ
う

和わ

、
尊そ

ん

重ち
ょ
う、
そ
し
て
平へ

い

和わ

と
い
う

価か

値ち

観か
ん

を
も
た
ら
す
、
精せ

い

神し
ん

の
崇す

う

高こ
う

な
る
場ば

所し
ょ

」（
フ
ラ
ン
ス・

オ
ラ
ン
ド
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う）

　
「
平へ

い

和わ

と
静せ

い

謐ひ
つ

、
美う

つ
くし
い
自し

然ぜ
ん

の
こ
の
地ち

を
訪お

と
ずれ
、
敬け

い

意い

を

神し
ん

道と
う

の
世せ

界か
い

観か
ん

を
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
語か

た

ろ
う

2018年
ねん

7月
がつ

29日
にち

版
ばん

払は
ら

う
こ
と
を
大た

い

変へ
ん

嬉う
れ

し
く
思お

も

う
」（
イ
ギ
リ
ス
・
キ
ャ
メ
ロ
ン

首し
ゅ

相し
ょ
う）

　
「
幾い

く

世よ

に
も
わ
た
り
、
癒い

や

し
と
安あ

ん

寧ね
い

を
も
た
ら
し
て
き
た
神し

ん

聖せ
い

な
こ
の
地ち

を
訪お

と
ずれ
る
こ
と
が
で
き
、
非ひ

常じ
ょ
うに
光こ

う

栄え
い

に
思お

も

い
ま

す
。
人ひ

と

々び
と

が
平へ

い

和わ

に
理り

解か
い

し
合あ

っ
て
、共

き
ょ
う

生せ
い

で
き
る
よ
う
祈い

の

る
」

（
ア
メ
リ
カ
・
オ
バ
マ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う）

　
こ
れ
ら
の
感か

ん

想そ
う

に
共

き
ょ
う

通つ
う

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
平へ

い

和わ

」
で
あ

る
。
確た

し

か
に
深ふ

か

い
木こ

立だ
ち

の
中な

か

に
ひ
っ
そ
り
と
立た

つ
白し

ら

木き

造づ
く

り
の

内な
い

宮く
う

の
姿す

が
たは
平へ

い

和わ

そ
の
も
の
で
あ
る
。
私し

見け
ん

で
は
、
キ
リ
ス
ト

教き
ょ
う

文ぶ
ん

明め
い

に
は
自し

然ぜ
ん

と
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
く
、
と
い
う
思し

想そ
う

は
な
い

よ
う
に
思お

も

う
。
人に

ん

間げ
ん

は
自し

然ぜ
ん

を
支し

配は
い

す
る
か
、
近き

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

が

自し

然ぜ
ん

を
破は

壊か
い

し
始は

じ

め
る
と
、今こ

ん

度ど

は
自し

然ぜ
ん

を
「
保ほ

護ご

」
す
る
か
、

と
い
う
関か

ん

係け
い

で
し
か
な
い
。

　
日に

本ほ
ん

に
は
、「
山や

ま

の
神か

み

様さ
ま

」
も
い
ら
っ
し
や
れ
ば
、「
海う

み

の
神か

み

様さ
ま

」
も
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。

　
太た

い

陽よ
う

の
神か

み

を
「
お
天て

ん

道と

様さ
ま

」、
先せ

ん

祖ぞ

を
「
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

」、
礼れ

い

会か
い

の
こ
と
を
「
世せ

間け
ん

様さ
ま

」
と
呼よ

び
、
敬う

や
まい
を
欠か

か
し
ま
せ
ん
。

い
か
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
日に

本ほ
ん

と
い
う
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

国こ
っ

家か

・
社し

ゃ

会か
い

の
な

か
で
、
自し

然ぜ
ん

と
人に

ん

間げ
ん

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
る
の
か
と
い
う

あ
ら
わ
れ
で
し
よ
う
。［
１
，　
８
０
７
］

　
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うは
主し

ゅ

で
あ
る
神か

み

と
い
う
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

な
存そ

ん

在ざ
い

に
よ
っ
て
、
人じ

ん

類る
い

は
動う

ご

か
さ
れ
ま
す
。『
旧

き
ゅ
う

約や
く

聖せ
い

書し
ょ

』

に
も
『
新し

ん

約や
く

聖せ
い

書し
ょ

』
に
も
、
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

な
神か

み

は
、
姿す

が
た
だ
け
で
な

く
そ
の
名な

前ま
え

す
ら
現あ

ら
わし
ま
せ
ん
。

　
自し

然ぜ
ん

や
人に

ん

間げ
ん

は
、
あ
く
ま
で
唯ゆ

い

一い
つの
神か

み

の
下し

た

で
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うで
あ

る
神か

み

が
「
造つ

く

り
た
も
う
た
」
も
の
で
あ
り
、
人に

ん

間げ
ん

は
自し

然ぜ
ん

を

管か
ん

理り

す
る
義ぎ

務む

を
負お

っ
て
い
ま
す
。

　
天て

ん

と
地ち

、
海う

み

や
川か

わ

、
人に

ん

間げ
ん

や
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

や
家か

畜ち
く

、
そ
の
す
べ
て

を
神か

み

が
創つ

く

り
、
全ぜ

ん

知ち

全ぜ
ん

能の
う

の
神か

み

と
し
て
創そ

う

造ぞ
う

し
ま
す
。（『
旧

き
ゅ
う

約や
く

聖せ
い

書し
ょ

』・「
創そ

う

世せ
い

記き

」）［
１
，　
８
０
７
］

　

山や
ま

村む
ら

明あ
き

義よ
し

氏し

の
『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
な
ぜ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
「
神し

ん

道と
う

」
を

説せ
つ

明め
い

で
き
な
い
の
か
』［
１
］
で
の
比ひ

較か
く

で
あ
る
。
山や

ま

村む
ら

氏し

は

神し
ん

職し
ょ
くの
家か

系け
い

に
生う

ま
れ
、
２
０
代だ

い

か
ら
３
０
代だ

い

に
か
け
て
全ぜ

ん

国こ
く

の
神じ

ん

社じ
ゃ

約や
く

３
万ま

ん

社し
ゃ

に
参さ

ん

拝ぱ
い

し
、
約や

く

３
千ぜ

ん

人に
ん

の
神し

ん

職し
ょ
くと
語か

た

り

合あ

っ
て
来き

た
と
い
う
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
想そ

う

像ぞ
う

で
き
る
よ
う
に
、

こ
の
本ほ

ん

の
動ど

う

機き

は
、
神し

ん

道と
う

の
世せ

界か
い

観か
ん

、
人じ

ん

生せ
い

観か
ん

を
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に

も
広ひ

ろ

く
訴う

っ
た
え
て
い
き
た
い
、
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。

　

神し
ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

で
は
、
人に

ん

間げ
ん

も
自し

然ぜ
ん

も
「
神か

み

の
分わ

け
命い

の
ち
」

で
あ
り
、
同ど

う

胞ほ
う

と
し
て
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
る
。
現げ

ん

代だ
い

科か

学が
く

は
、
人に

ん

間げ
ん

も
動ど

う

物ぶ
つ

も
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

も
、
同お

な

じ
構こ

う

造ぞ
う

の
遺い

伝で
ん

子し

を
持も

っ
て
い
る
こ

と
を
明あ

き

ら
か
に
し
て
お
り
、
同お

な

じ
命い

の
ちか
ら
発は

っ

生せ
い

し
た
も
の
と
見み

な
す
。
こ
れ
は
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

に
近ち

か

い
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うで
は
人に

ん

間げ
ん

は
自し

然ぜ
ん

と
同お

な

じ

く
神か

み

に
作つ

く

ら
れ
た
存そ

ん

在ざ
い

な
が
ら
、「
自し

然ぜ
ん

を
管か

ん

理り

す
る
」
義ぎ

務む

を
負お

う
。
い
わ
ば
、
羊

ひ
つ
じ

飼か

い
と
羊ひ

つ
じの
関か

ん

係け
い

な
の
で
あ
る
。

　

深ふ
か

い
神じ

ん

宮ぐ
う

の
森も

り

の
中な

か

に
ひ
っ
そ
り
と
立た

つ
白し

ら

木き

の
本ほ

ん

殿で
ん

を
見み

た
各か

っ

国こ
く

首し
ゅ

脳の
う

が
、
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

的て
き

な
人に

ん

間げ
ん

と
自し

然ぜ
ん

と
の
対た

い

立り
つ

緊き
ん

張ち
ょ
う

関か
ん

係け
い

で
は
な
く
、
人に

ん

間げ
ん

と
自し

然ぜ
ん

と
が
睦む

つ

み
合あ

う
よ
う
な

共き
ょ
う

生せ
い

関か
ん

係け
い

を
感か

ん

じ
と
っ
た
こ
と
は
想そ

う

像ぞ
う

に
難か

た

く
な
い
。
そ
れ

を
各か

く

首し
ゅ

脳の
う

は
「
平へ

い

和わ

」
と
し
て
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
う

危き

機き

が
人じ

ん

類る
い

全ぜ
ん

体た
い

の
前ま

え

に
立た

ち
は
だ
か
る
中な

か

で
、
人に

ん

間げ
ん

が
「
自し

然ぜ
ん

を
管か

ん

理り

す
る
」
自し

然ぜ
ん

観か
ん

よ
り
も
、「
人に

ん

間げ
ん

と
自し

然ぜ
ん

が
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
る
」
と
い
う
自し

然ぜ
ん

観か
ん

の
方ほ

う

に
共

き
ょ
う

感か
ん

を

抱い
だ

く
人ひ

と

々び
と

が
、
欧お

う

米べ
い

に
お
い
て
も
増ふ

え
て
い
る
。

　

自し

然ぜ
ん

と
人に

ん

間げ
ん

が
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
る
よ
う
に
、
人に

ん

間げ
ん

同ど
う

士し

も
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
る
と
神し

ん

道と
う

で
は
考か

ん
が
え
る
。
そ
こ
で
の
共

き
ょ
う

生せ
い

の
本ほ

ん

質し
つ

を

山や
ま

村む
ら

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
指し

摘て
き

す
る
。

神し
ん

道と
う

は
「
多た

神し
ん

教き
ょ
う」
で
あ
り
な
が
ら
、
一い

ち

柱は
し
ら

一い
ち

柱は
し
らの
神か

み

様さ
ま

の

動う
ご

き
は
あ
く
ま
で「
自じ

由ゆ
う

」
で
、「
平

び
ょ
う

等ど
う

」の
存そ

ん

在ざ
い

に
な
り
ま
す
。

［
１
，　
１
３
９
２
］

　

共
き
ょ
う

生せ
い

と
は
、
生い

き
と
し
生い

け
る
も
の
が
自じ

由ゆ
う

か
つ
平

び
ょ
う

等ど
う

の
中な

か

で
、
主し

ゅ

体た
い

的て
き

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
い
く
世せ

界か
い

で
あ
る
。
一い

ち

木も
く

一い
っ

草そ
う

も
、

鳥と
り

も
魚さ

か
な
も
、
そ
し
て
人に

ん

間げ
ん

も
、
自じ

由ゆ
う

平び
ょ
う

等ど
う

に
生い

き
て
い
る
。

　

万ま
ん

葉よ
う

集し
ゅ
うに
は
少

し
ょ
う

年ね
ん

の
防さ

き

人も
り

か
ら
天て

ん

皇の
う

ま
で
身み

分ぶ
ん

の
区く

別べ
つ

無な

く
、
男だ

ん

女じ
ょ

の
差さ

も
無な

く
、
人ひ

と

の
真ま

心ご
こ
ろを
素す

直な
お

に
歌う

た

い
上あ

げ
た

歌う
た

が
平

び
ょ
う

等ど
う

に
取と

り
上あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
万ば

ん

物ぶ
つ

が

自じ

由ゆ
う

、
平

び
ょ
う

等ど
う

に
生い

き
て
い
る
、
と
い
う
神し

ん

道と
う

の
世せ

界か
い

観か
ん

が
基き

底て
い

に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
比く

ら

べ
る
と
、
唯ゆ

い

一い
つ

万ば
ん

能の
う

の
神か

み

が
す
べ
て
を
取と

り
仕し

切き

る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

は
、
独ど

く

裁さ
い

と
服ふ

く

従じ
ゅ
うと
い
う

１
．
各か

っ

国こ
く

首し
ゅ

脳の
う

の
神じ

ん

宮ぐ
う

「
参さ

ん

拝ぱ
い

」

全ぜ
ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

モ
デ
ル
に
近ち

か

い
。
神し

ん

道と
う

の
自じ

由ゆ
う

と
平

び
ょ
う

等ど
う

の
多た

神し
ん

教
き
ょ
う

世せ

界か
い

は
、
は
る
か
に
現げ

ん

代だ
い

の
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
親し

ん

和わ

性せ
い

の
高た

か

い
世せ

界か
い

観か
ん

な
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

に
お
い
て
は
、
人に

ん

間げ
ん

は
神か

み

の
分わ

け
命い

の
ち
で
あ
る
か
ら
、
当と

う

然ぜ
ん

、
そ
の
性せ

い

は
善ぜ

ん

で
あ
る
。
時と

き

に
個こ

人じ
ん

的て
き

な
欲よ

く

望ぼ
う

に
駆か

ら
れ
て
悪あ

く

を
な
す
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

禊み
そ

ぎ
や
祓は

ら

え
で
水み

ず

に
流な

が

す
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
れ
に
対た

い

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うの
原げ

ん

罪ざ
い

説せ
つ

で
は
、
人に

ん

間げ
ん

は
性

し
ょ
う

悪わ
る

な
も
の
と
捉と

ら

え
、
だ
か
ら
こ
そ
神か

み

に
す
が
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
と

説と

く
。
万ば

ん

能の
う

の
神か

み

が
な
ぜ
人に

ん

間げ
ん

を
性

し
ょ
う

悪わ
る

に
作つ

く
っ
た
の
か
、
と
は

戦せ
ん

国ご
く

時じ

代だ
い

に
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
に
触ふ

れ
た
我わ

れ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
が
抱だ

い

た
疑ぎ

問も
ん

で
あ
る
が
、
そ
の
疑ぎ

問も
ん

は
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
も
依い

然ぜ
ん

、

答こ
た

え
ら
れ
な
い
。

　

先せ
ん

般ぱ
ん

も
弊へ

い

誌し

［
Ａ
］
で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
よ
う
に
、
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
大だ

い

脳の
う

生せ
い

理り

学が
く

で
は
利り

他た

心し
ん

は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

生せ
い

活か
つ

を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
人じ

ん

類る
い

が

進し
ん

化か

の
過か

程て
い

で
得え

た
本ほ

ん

能の
う

で
あ
る
と
考か

ん
が
え
て
い
る
。
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

で
育そ

だ

っ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は
当あ

た
り
前ま

え

の
よ
う
に
思お

も

え
る
こ
の

学が
く

説せ
つ

も
、
性せ

い

悪あ
く

説せ
つ

が
支し

配は
い

す
る
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

国こ
く

で
唱と

な

え
る
の

は
、
か
な
り
勇ゆ

う

気き

の
い
る
事こ

と

の
よ
う
だ
。

　

生い

き
と
し
生い

け
る
も
の
が
自じ

由ゆ
う

、
平

び
ょ
う

等ど
う

に
生い

き
て
い
る
と

言い

っ
て
も
、
各か

く

自じ

が
自じ

分ぶ
ん

勝か
っ

手て

に
バ
ラ
バ
ラ
に
生い

き
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
例た

と

え
ば
、
農の

う

民み
ん

は
大だ

い

地ち

を
耕た

が
や
し
、
川か

わ

か
ら
水み

ず

を
引ひ

い
て
水す

い

田で
ん

を
作つ

く

り
、
そ
こ
に
苗な

え

を
植う

え
、
そ
の
苗な

え

が
太た

い

陽よ
う

の
光ひ

か
りを
浴あ

び
て
、
稲い

ね

が
育そ

だ

つ
。

　

川か
わ

か
ら
流な

が

れ
込こ

む
水み

ず

は
川か

わ

床ど
こ

か
ら
の
養よ

う

分ぶ
ん

を
運は

こ

び
入い

れ
、

田た

ん
ぼ
の
中な

か

で
は
藍ら

ん

藻そ
う

類る
い

が
空く

う

気き

中ち
ゅ
うの
窒ち

っ

素そ

を
固こ

定て
い

し
て
、

土つ
ち

を
豊ゆ

た

か
に
す
る
。
そ
の
水み

ず

の
中な

か

に
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
住す

ん
で
い
て
、
枯か

れ
草く

さ

や
藻も

な
ど
の
有ゆ

う

機き

物ぶ
つ

を
食た

べ
て
分ぶ

ん

解か
い

し
、

稲い
ね

が
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うし
や
す
い
栄え

い

養よ
う

分ぶ
ん

に
変か

え
る
。［
Ｂ
］

　
こ
の
よ
う
に
、
生い

き
と
し
生い

け
る
も
の
が
個こ

こ々

バ
ラ
バ
ラ
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
処と

こ
ろ
を
得え

て
」
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

っ
て

生い

き
て
い
る
。
人に

ん

間げ
ん

ど
う
し
も
同お

な

じ
で
あ
る
。
米こ

め

を
作つ

く

る
人ひ

と

、

村む
ら

か
ら
町ま

ち

に
運は

こ

ぶ
人ひ

と

、
店み

せ

で
売う

る
人ひ

と

な
ど
、
人ひ

と

そ
れ
ぞ
れ
が

「
処と

こ
ろを

得え

て
」
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

い
、
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

を
支さ

さ

え
て
い
る
。

　

生い

き
と
し
生い

け
る
も
の
は
、
決け

っ

し
て
万ば

ん

能の
う

の
神か

み

が
設せ

っ

計け
い

し

創そ
う

造ぞ
う

し
た
機き

械か
い

の
歯は

車ぐ
る
まで
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
人じ

ん

体た
い

の
各か

く

器き

官か
ん

の
よ
う
に
、
自じ

由ゆ
う

平び
ょ
う

等ど
う

に
、
か
つ
、
主し

ゅ

体た
い

的て
き

に
協

き
ょ
う

調ち
ょ
うし

合あ

っ
て
働は

た
らい
て
い
る
の
で
あ
る
。
神か

み

の
設せ

っ

計け
い

の
も
と
で
動う

ご

く
歯は

車ぐ
る
まで
は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

の
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

に
近ち

か

い
が
、
万ば

ん

物ぶ
つ

が
処と

こ
ろ
を
得え

て
自じ

由ゆ
う

に
働は

た
ら
く
姿す

が
たは
、
自じ

由ゆ
う

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

に
通つ

う

じ
て
い
る
。

　

古こ

事じ

記き

で
は
、
最さ

い

初し
ょ

の
神か

み

が
現あ

ら
われ
た
時と

き

、「
大だ

い

地ち

は
ま
だ
若わ

か

く
、水み

ず

に
浮う

く
脂あ

ぶ
らの
よ
う
で
、海く

月ら
げ

の
よ
う
に
漂

た
だ
よ
っ
て
い
て
、し
っ

か
り
と
固か

た

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」［
３
］
と
説と

く
。

　

そ
こ
か
ら
、
神か

み

々が
み

が
国こ

く

土ど

を
作つ

く

り
、
そ
の
上う

え

で
人ひ

と

々び
と

が
田た

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
人に

ん

間げ
ん

は
自し

然ぜ
ん

の
主し

ゅ

人じ
ん

か
、同ど

う

胞ほ
う

か
？

（３） ２０１８年第５０８３号 	 ９月	１５日	（土曜日）

３
．
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

か
、

　
　

自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

か

風
かざ

日
ひの

祈
みの

祭
まつり

・修
しゅう

祓
ばつ

（皇
こう

大
たい

神
じん

宮
ぐう

忌
いみ

火
び

屋
や

殿
でん

前
まえ

/wikipedia commons）

を
作つ

く

り
、
水み

ず

を
引ひ

く
。
神か

み

や
人ひ

と

や
万ば

ん

物ぶ
つ

が
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
何な

に

事ご
と

か
を
生う

み
な
す
こ
と
を
、
神し

ん

道と
う

で
は
「
む
す
ぶ
」
と
呼よ

ぶ
。

男だ
ん

女じ
ょ

が
結む

す

ば
れ
て
、
家か

庭て
い

を
作つ

く

り
子こ

を
な
す
。
農の

う

民み
ん

が
土つ

ち

や

水み
ず

な
ど
と
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て
作さ

く

物も
つ

を
な
す
。

　
「
む
す
び
」の「
む
す
」は
、「
う
む
す
」が
縮ち

ぢ

ま
っ
た
形か

た
ちで
、「
う

む
（
産う

む
）」
と
同お

な

じ
く
、「
物も

の

の
成な

り
出い

づ
る
」
こ
と
を
言い

う
。「
む
す
こ
」「
む
す
め
」「
苔こ

け

む
す
」
は
、
こ
の
意い

味み

で
あ

る
。「
び
」
は
「
ひ
こ
（
彦ひ

こ

）」「
ひ
め
（
姫ひ

め

）」
な
ど
、「
物も

の

の

霊く
し

異び

な
る
を
い
う
美び

称し
ょ
う」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
む
す
び
」

と
は
万ば

ん

物ぶ
つ

を
生せ

い

成せ
い

す
る
不ふ

思し

議ぎ

な
働は

た
ら
き
を
指さ

す
。［
２
］

　
こ
の
「
む
す
び
」
に
示し

め

さ
れ
る
よ
う
に
、
神し

ん

道と
う

の
世せ

界か
い

観か
ん

で

は
世せ

界か
い

は
生せ

い

成せ
い

発は
っ

展て
ん

す
る
も
の
で
あ
り
、
人に

ん

間げ
ん

も
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
参さ

ん

画か
く

す
る
。

　
こ
れ
に
対た

い

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うで
は
唯ゆ

い

一い
つ

絶ぜ
っ

対た
い

神し
ん

が
宇う

宙ち
ゅ
うを

創そ
う

造ぞ
う

し
、
あ
と
は
人に

ん

間げ
ん

も
自し

然ぜ
ん

も
そ
の
「
時と

計け
い

仕し

掛か

け
」
の

一い
ち

部ぶ

と
し
て
運う

ん

動ど
う

を
続つ

づ

け
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
世せ

界か
い

観か
ん

で
は

生せ
い

物ぶ
つ

が
勝か

っ

手て

に
進し

ん

化か

す
る
と
い
う
進し

ん

化か

論ろ
ん

は
受う

け
入い

れ
ら
れ

な
い
。
今い

ま

で
も
ア
メ
リ
カ
で
は
４
２
％
の
人ひ

と

々び
と

が
「
神か

み

が
今い

ま

の

人に
ん

間げ
ん

を
そ
の
ま
ま
の
形か

た
ちで
作つ

く
っ
た
」
と
信し

ん

じ
て
い
る
。［
４
］

　

人に
ん

間げ
ん

の
努ど

力り
ょ
くも
与

あ
ず
か
っ
て
世せ

界か
い

が
生せ

い

成せ
い

発は
っ

展て
ん

す
る
と
い
う
神し

ん

道と
う

の
世せ

界か
い

観か
ん

は
、
人じ

ん

類る
い

が
科か

学が
く

に
よ
っ
て
自し

然ぜ
ん

法ほ
う

則そ
く

を
発は

っ

見け
ん

し
、

そ
れ
を
応お

う

用よ
う

し
て
新あ

ら

た
な
技ぎ

術じ
ゅ
つを
生う

み
出だ

す
と
い
う
技ぎ

術じ
ゅ
つ

革か
く

新し
ん

を
後あ

と

押お

し
す
る
。

　

経け
い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

を
も
た
ら
す
こ
と
を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
が
、
そ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
既き

存そ
ん

の
要よ

う

素そ

の
「
新あ

た
ら
し
い
結け

つ

合ご
う

」
で
あ
る
と

考か
ん
がえ
た
。
異こ

と

な
る
も
の
の
「
む
す
び
」
が
新あ

ら

た
な
る
生せ

い

成せ
い

発は
っ

展て
ん

を
も
た
ら
す
と
い
う
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

と
同お

な

じ
で
あ
る
。

　

技ぎ

術じ
ゅ
つ

革か
く

新し
ん

は
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
強つ

よ

み
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
「
む
す
び
」
の
考か

ん
が
え
方か

た

が
後あ

と

押お

し
し
て
い
る
か
ら
と
考か

ん
が
え

る
。
特と

く

に
現げ

ん

場ば

の
作さ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

一ひ
と

人り

ひ
と
り
ま
で
が
「
改か

い

善ぜ
ん

」
に

参さ
ん

加か

す
る
と
い
う
日に

本ほ
ん

の
製せ

い

造ぞ
う

業ぎ
ょ
うに
お
け
る
「
改か

い

善ぜ
ん

サ
ー
ク

ル
」「
改か

い

善ぜ
ん

考こ
う

案あ
ん

」
は
今い

ま

や
、
世せ

界か
い

の
製せ

い

造ぞ
う

業ぎ
ょ
うの
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
根こ

ん

底て
い

に
あ
る
の
も
、

人に
ん

間げ
ん

が
世せ

界か
い

の
生せ

い

成せ
い

発は
っ

展て
ん

に
参さ

ん

画か
く

す
る
、
と
い
う
神し

ん

道と
う

の
考

か
ん
が

え
方か

た

だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
見み

る
と
、
現げ

ん

代だ
い

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る
環か

ん

境き
ょ
う

運う
ん

動ど
う

、
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

、
大だ

い

脳の
う

生せ
い

理り

学が
く

、
自じ

由ゆ
う

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

革か
く

新し
ん

な
ど
の
ト
レ
ン
ド
は
、
み
な
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

と
親し

ん

和わ

性せ
い

が
高た

か

い
こ
と
が
判わ

か

る
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

と
、
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

は
き
わ
め
て

相あ
い

性し
ょ
うが
悪わ

る

い
こ
と
が
見み

て
と
れ
る
。
考か

ん
が
え
て
見み

れ
ば
、
キ
リ
ス

ト
教き

ょ
うが
支し

配は
い

し
た
中

ち
ゅ
う

世せ
い

か
ら
訣け

つ

別べ
つ

し
て
始は

じ

ま
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス

や
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

改か
い

革か
く

が
西せ

い

洋よ
う

近き
ん

代だ
い

の
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

と
な
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

革か
く

命め
い

、
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

、
自じ

由ゆ
う

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

、
つ
い
に
は
現げ

ん

代だ
い

の
「
リ
ベ
ラ
ル
」
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
く
る

が
、
こ
の
点て

ん

に
関か

ん

し
て
、
山や

ま

村む
ら

氏し

は
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
必ひ

つ

要よ
う

な
い
』か
ら
、

こ
う
指し

摘て
き

す
る
。

　
も
と
も
と
「
リ
ベ
ラ
ル
」
そ
の
も
の
が
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
「
反は

ん

キ
リ

Ｅ
版は

ん

）
桜さ

く
ら
の
花は

な

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ

２
８

４
．G

A
LLU

P

「IN
 U

.S., 
4

2
%

 B
ELIEV

E C
R

E-
ATIO

N
IST V

IEW
 O

F 
H

U
M

A
N

 O
R

IG
IN

S

」

https://new
s.gallup.

com
/p

oll/1
7

0
8

2
2

/
believe-creation

ist-
v

ie
w

-h
u

m
a

n
-o

ri-
gins.aspx

７
．
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

の
中な

か

で

　
　

生う

ま
れ
た
幸こ

う

福ふ
く

と
責せ

き

務む

ス
ト
教き

ょ
う」
か
ら
始は

じ

ま
り
、政せ

い

治じ

思し

想そ
う

的て
き

に
は
１
７
世せ

い

紀き

の
「
キ

リ
ス
ト
教き

ょ
う
か
ら
の
自じ

由ゆ
う

」
で
始は

じ

ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ン
＝

ロ
ッ
ク
に
始は

じ

ま
り
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
は
ア
ダ
ム
＝
ス
ミ
ス
か
ら
、
心し

ん

理り

学が
く

的て
き

に
は
フ
ロ
イ
ト
か
ら
始は

じ

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。［
１
，　
１
１
４
６
］

　

西せ
い

洋よ
う

近き
ん

代だ
い

は
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うと
の
戦た

た
かい
の
中な

か

で
「
キ
リ
ス
ト

教き
ょ
うか
ら
の
自じ

由ゆ
う

」
を
訴う

っ
た
え
ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
を
追つ

い

求き
ゅ
うす
る
過か

程て
い

で
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
が
支さ

さ

え
て
い
た
宗

し
ゅ
う

教
き
ょ
う

的て
き

道ど
う

徳と
く

も
失う

し
な
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
結け

っ

果か

の
「
神か

み

な

き
近き

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

」が
現げ

ん

代だ
い

人じ
ん

か
ら
安あ

ん

心し
ん

立り
つ

命め
い

を
奪う

ば
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
言い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

山や
ま

村む
ら

氏し

は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

数す
う

十じ
ゅ
う

人に
ん

に
「
日に

本ほ
ん

の
良よ

い
と
こ

ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞き

い
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。

　
そ
の
結け

っ

果か

を
見み

る
と
、
５
０
％
以い

上じ
ょ
うの
外が

い

国こ
く

人じ
ん

が
、「
日に

本ほ
ん

に
は
、
古ふ

る

い
も
の
と
新あ

た
らし
い
も
の
が
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
、
同ど

う

居き
ょ

し
て
い
る

と
こ
ろ
」
と
、
答こ

た

え
て
い
ま
し
た
。

　

古ふ
る

い
神じ

ん

社じ
ゃ

や
仏ぶ

っ

閣か
く

と
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
ハ
イ
テ
ク
技ぎ

術じ
ゅ
つが
な
ぜ
同ど

う

居き
ょ

す
る
の
か
。
ま
た
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
新あ

た
ら
し
い
も
の
を
好こ

の

む
傾け

い

向こ
う

が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
古ふ

る

い
も
の
を
残の

こ

そ
う
と
す
る
の
か
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
は
、
神じ

ん

社じ
ゃ

以い

外が
い

に
も
仏ぶ

っ

閣か
く

や
古ふ

る

い
家か

屋お
く

の

残の
こ

る
日に

本ほ
ん

の
当あ

た
り
前ま

え

の
風ふ

う

景け
い

で
は
あ
り
ま
す
が
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

か
ら
見み

れ
ば
、
日に

本ほ
ん

は
「
な
ぜ
か
古ふ

る

い
も
の
が
残の

こ
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
、「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」に
見み

え
て
し
ま
う
の
で
す
。

［
１
，　
８
２
７
］

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

、
特と

く

に
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

か
ら
見み

れ
ば
、「
古ふ

る

い
も
の

脳の
う

が
神じ

ん

宮ぐ
う

参さ
ん

拝ぱ
い

で
感か

ん

じ
と
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
は
我わ

れ

々わ
れ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
こ
の
美う

つ
くし
い
国こ

く

土ど

を
大た

い

切せ
つ

に
し
、
そ
れ
の
姿す

が
たを
見み

て
貰も

ら

う

こ
と
が
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
７
１
）　

最さ
い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る
利り

他た

心し
ん

の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い　

人に
ん

間げ
ん

が
進し

ん

化か

の
過か

程て
い

で
獲か

く

得と
く

し
た
利り

他た

心し
ん

を

最さ
い

大だ
い

限げ
ん

に
発は

っ

揮き

し
う
る
仕し

組く

み
を
わ
が
国く

に

は
備そ

な

え
て
い
る
。

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
７
０
７
）　

農の
う

が
引ひ

き
出だ

す
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み　

農の
う

業ぎ
ょ
うは
カ
ネ
で
は
計は

か

れ
な
い
価か

値ち

を
自し

然ぜ
ん

か
ら
引ひ

き
出だ

す
。

Ｃ
．
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い

日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
山や

ま

村む
ら

明あ
き

義よ
し

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
な
ぜ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
「
神し

ん

道と
う

」
を
説せ

つ

明め
い

で
き
な
い
の
か
』、
ベ
ス
ト
新し

ん

書し
ょ

、
Ｈ
３
０

２
．
竹た

け

田だ

恒つ
ね

泰や
す

『
現げ

ん

代だ
い

語ご

古こ

事じ

記き

：　

決け
っ

定て
い

版ば
ん

』、
学が

っ

研け
ん

パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
Ｈ
２
３

３
．
凡ぼ

ん

社し
ゃ

『
神し

ん

道と
う

大だ
い

辞じ

典て
ん　

全ぜ
ん

三さ
ん

巻か
ん

合が
っ

本ぽ
ん

』（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ

５
．
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

か
、

　
　

自じ

由ゆ
う

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

か

６
．
宇う

宙ち
ゅ
う

は
時と

計け
い

仕し

掛か

け
か
、

　
　

生せ
い

成せ
い

発は
っ

展て
ん

す
る
も
の
か

日に

本ほ
ん

は
古ふ

る

い
神じ

ん

社じ
ゃ

や
仏ぶ

っ

閣か
く

と

最さ
い

先せ
ん

端た
ん

の
ハ
イ
テ
ク
技ぎ

術じ
ゅ
つ

が
同ど

う

居き
ょ

す
る
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

４
．
性せ

い

悪あ
く

説せ
つ

か
、
性せ

い

善ぜ
ん

説せ
つ

か

８
．
古ふ

る

い
も
の
と
新あ

た
ら

し
い
も
の
が

         

同ど
う

居き
ょ

す
る
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

＝
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う」、「
新あ

た
ら
し
い
も
の
＝
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

」
で
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

は
基き

本ほ
ん

的て
き

に
相あ

い

容い

れ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

で
は
「
古ふ

る

い

も
の
＝
神し

ん

道と
う

」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
以い

上じ
ょ
う

述の

べ
た
よ
う
に
、
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

を
包ほ

う

摂せ
つ

し
、
よ
り

良よ

き
方ほ

う

向こ
う

に
導み

ち
び
く
力ち

か
らを
持も

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

神し
ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

は
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

の
自じ

由ゆ
う

化か

、

民み
ん

主し
ゅ

化か

、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

革か
く

新し
ん

な
ど
を
肯こ

う

定て
い

し
つ
つ
、

自し

然ぜ
ん

や
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
共

き
ょ
う

生せ
い

し
、
よ
り
良よ

く

生い

き
る
道み

ち

を
教お

し

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
世せ

界か
い

観か
ん

の
下も

と

で
生う

ま
れ
た
我わ

れ

々わ
れ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
よ
く
噛か

み
し
め
つ
つ
も
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
も
そ

の
世せ

界か
い

観か
ん

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
責せ

き

務む

を
我わ

れ

々わ
れ

が
担に

な

っ

て
い
る
こ
と
を
知し

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

昨さ
く

年ね
ん

の
訪ほ

う

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

客き
ゃ
く

数す
う

が

２
８
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
、
政せ

い

府ふ

は
２
０
２
０

年ね
ん

に
は
４
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

を
目も

く

標ひ
ょ
うと
し
て
い
る
。
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

を
世せ

界か
い

に
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
に
は
絶ぜ

っ

好こ
う

の
機き

会か
い

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
神し

ん

道と
う

は
言こ

と

挙あ

げ
よ
り
も
、
ま
ず

は
自し

然ぜ
ん

の
美う

つ
く
し
さ
、
有あ

り
難が

た

さ
を
感か

ん

じ
と
る

処と
こ
ろか
ら
始は

じ

ま
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
各か

っ

国こ
く

首し
ゅ
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Terremoto de Hokkaido pode ter 
causado pressão sobre falha geológica 
nas proximidades

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Terremoto (13/09/2018)

Um especialista afirma 
que uma nova pressão 
pode ter sido aplicada em 
uma grande falha ativa 
próxima do epicentro do 
terremoto que atingiu a 
província de Hokkaido, no 
norte do Japão, na quinta-
feira passada.
Shinji Toda, professor da 
Universidade de Tohoku, 
analisou os efeitos do tre-
mor de magnitude 6,7 so-

bre falhas ativas nas pro-
ximidades com base em 
dados de pesquisa.
Toda disse que a análise 
indica que a pressão pode 
ter sido aplicada em parte 
de uma área a 15 quilô-
metros de profundidade 
no lado sul de uma falha 
ativa localizada a noroeste 
do epicentro. Um painel 
governamental sobre pes-
quisas de sismos informou 

que a principal parte da 
falha tem cerca de 66 qui-
lômetros de comprimento, 
percorrendo a planície de 
Ishikari de norte a sul.
O painel informa que a 
probabilidade da falha 
causar um terremoto de 
grandes proporções dentro 
de 30 anos é quase zero, 
mas que se a falha inteira 
se mover, isso poderia cau-
sar um tremor de magnitu-

de 7,9.
Toda disse na semana 
passada que o terremoto 
não causou um forte estí-
mulo na falha, mas que o 
impacto não pode ser ig-
norado. Ele pediu cautela, 
afirmando acreditar que a 
região nas proximidades 
vai permanecer sensível a 
terremotos por um longo 
período.

Japão e EUA devem discutir questões 
comerciais

Diplomacia (14/09/2018)

O Japão e os Estados 
Unidos estão preparando 
uma segunda rodada de 
discussões sobre o que 
classificam de comércio 
“livre, justo e recíproco”.
O ministro japonês da 
Revitalização Econômi-
ca, Toshimitsu Motegi, 
conversou por telefone 

com o representante ame-
ricano do comércio exte-
rior, Robert Lighthizer.
Eles acertaram uma reu-
nião que pode ocorrer já 
na sexta-feira da próxima 
semana. O encontro ante-
cederia a cúpula nipo-a-
mericana a ser realizada 
nos bastidores da Assem-

Tem início campanha 
eleitoral para o governo 
de Okinawa

Eleição (13/09/2018)

Teve início oficialmente 
a campanha eleitoral para 
o governo da província de 
Okinawa, no sul do Japão. 
Os candidatos devem dis-
cutir o controverso plano 
de transferência de uma 
base militar dos Estados 
Unidos dentro da provín-
cia, além de como revita-
lizar a economia de Oki-
nawa.
Quatro pessoas registra-
ram suas candidaturas. 
São elas: Atsushi Sakima, 
ex-prefeito de Ginowan; 
Denny Tamaki, ex-legis-
lador da Câmara Baixa do 
Parlamento japonês e se-
cretário-geral do Partido 
Liberal; Hatsumi Toguchi, 
professora de culinária; e 
Shun Kaneshima, ex-em-
presário.
A eleição ocorrerá pouco 
mais de um mês depois do 
falecimento do governa-
dor anterior, Takeshi Ona-
ga, devido a um câncer do 
pâncreas.
A corrida é vista como 
um confronto direto en-
tre Sakima e Tamaki. Este 
último expressou sua in-
tenção de apoiar o último 

desejo de Onaga.
Trata-se da oposição ao 
plano do governo central 
de transferir a base aérea 
de Futenma, pertencen-
te ao Corpo de Fuzilei-
ros Navais dos Estados 
Unidos, para o distrito 
de Henoko, na cidade de 
Nago. A localidade se si-
tua dentro de Okinawa. O 
falecido governador que-
ria transferi-la para fora 
da província. A base aérea 
se localiza em uma área 
densamente povoada de 
Ginowan.
Funcionários governa-
mentais em Washington 
e Tóquio querem transfe-
rir a base para uma área 
costeira de Henoko, em 
Nago, visando reduzir o 
potencial perigo represen-
tado pela instalação.
Atsushi Sakima, por sua 
vez, não se manifestou se 
é a favor ou contra o atu-
al plano de transferência, 
mas disse que vai negociar 
com Tóquio e Washington 
para que a área da base de 
Futenma seja devolvida o 
mais rápido possível.

bleia Geral das Nações 
Unidas em Nova York.
Os Estados Unidos que-
rem negociar um acordo 
de livre-comércio. Já o 
lado japonês prefere um 
acordo comercial multi-
lateral.
Donald Trump pede que 
autoridades japonesas to-

mem medidas concretas 
para reduzir o déficit co-
mercial com os Estados 
Unidos.
Analistas apontam que os 
americanos devem pedir 
ao Japão a abertura de 
seus mercados automoti-
vo e agropecuário.

Premiê japonês ressalta importância da próxima 
reunião de cúpula com Putin

Diplomacia  (14/09/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, diz 
que a próxima reunião de 
cúpula com o presidente 
da Rússia, Vladimir Putin, 
será essencial para me-
lhorar as relações entre os 
dois países.
Abe falou, na sexta-feira, 
em um debate promovido 
pelo Clube Nacional de 

Imprensa do Japão. Ele 
se referiu a uma proposta 
feita por Putin, na quar-
ta-feira, para que os dois 
países assinem, até o final 
do ano, um acordo de paz 
sem o estabelecimento de 
condições prévias. O pre-
miê afirmou que consi-
derou a declaração como 
uma expressão de entu-

siasmo de Putin por um 
tratado de paz, mas que é 
necessário entender o que 
o presidente quis dizer 
com isso.
Abe enfatizou que a po-
sição do governo japonês 
sobre o tratado de paz 
continua a mesma, ou 
seja, que não pode haver 
acordo sem a resolução 

da questão dos Territórios 
do Norte. A Rússia con-
trola as 4 ilhas. O Japão 
as reivindica. O governo 
japonês mantém a posição 
de que as ilhas são parte 
inerente do território ja-
ponês. Diz que as ilhas fo-
ram ocupadas ilegalmente 
após a Segunda Guerra 
Mundial.

Governo japonês reitera que acordo de 
paz com a Rússia depende da resolução de 
questão territorial

Premiê do Japão e presidente da 
China concordam em melhorar 
relações bilaterais

Comissão Baleeira Internacional pede criação de um 
novo santuário para baleias

Diplomacia (13/09/2018)

Diplomacia (12/09/2018)

Caça de Baleias (14/09/2018)

Na quarta-feira, o secre-
tário-chefe do Gabinete 
do Japão, Yoshihide Suga, 
reiterou a posição do go-
verno de que nenhum 
acordo de paz pode ser as-
sinado com a Rússia antes 
da resolução da questão 
das ilhas conhecidas como 
Territórios do Norte.

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, e o 
presidente da China, Xi 
Jinping, afirmaram que 
vão trabalhar para me-
lhorar as relações bilate-
rais. Como parte disso, o 
premiê japonês declarou 
a repórteres que levará 
adiante o plano de visitar 
a China no próximo mês. 
Os dois líderes se encon-
traram, na quarta-feira, 
paralelamente a um fórum 
econômico realizado no 

A Comissão Baleeira 
Internacional adotou uma 
declaração sem força le-
gal para a criação de um 
santuário para baleias no 
Atlântico Sul.

Suga declarou à impren-
sa que o presidente russo, 
Vladimir Putin, não fez 
menção à assinatura in-
condicional de um acordo 
de paz durante seu encon-
tro de cúpula com o pri-
meiro-ministro japonês, 
Shinzo Abe, na segunda-
feira.

leste da Rússia.
Abe afirmou: “O horizon-
te se amplia para a coo-
peração entre o Japão e a 
China. As relações entre 
os nossos países estão, 
agora, no campo da nor-
malidade”.
Já Xi declarou: “Através 
da cooperação mútua, as 
relações entre a China e 
o Japão estão voltando à 
normalidade. Nós precisa-
mos continuar a cooperar 
e promover as relações 

Representantes de 89 paí-
ses membros da comissão 
estão participando de uma 
reunião geral de cinco dias 
que teve início na segun-
da-feira em Florianópo-

Algumas autoridades do 
governo declararam ser 
necessário acompanhar 
com cautela como a Rús-
sia irá abordar o tema. 
Segundo elas, o Japão 
jamais deveria aceitar ne-
gociações que possam le-
var ao engavetamento da 
questão territorial.

sino-japonesas para de-
senvolver uma relação 
estável que siga adiante 
em prol de um desenvol-
vimento ainda maior”.
Shinzo Abe declarou à 
imprensa que Xi Jinping e 
ele concordaram em pro-
mover a fundação da paz e 
prosperidade no Nordeste 
Asiático por meio da ele-
vação das relações bilate-
rais a um novo plano.
Eles também reafirmaram 
que vão cooperar de ma-
neira próxima no tocante 
à Coreia do Norte. Abe 
declarou que ambos con-
cordaram que seu objetivo 
em comum é a desnuclea-

lis. A declaração proposta 
pelo Brasil foi adotada na 
quinta-feira com 40 países 
a favor, 27 contra e 4 abs-
tenções.
O Japão está propondo 

Por sua vez, Abe está ten-
tando explorar as verda-
deiras intenções de Putin 
por meios dos canais di-
plomáticos, entre outros. 
Com isso, ele visa avançar 
nas negociações para a as-
sinatura de um tratado de 
paz bilateral que também 
resolva a questão dos Ter-
ritórios do Norte.
Os dois líderes concorda-
ram em realizar uma nova 
rodada de negociações 
nos bastidores dos próxi-
mos encontros internacio-
nais.

rização de toda a Penínsu-
la Coreana.
O premiê japonês disse 
ainda que Xi acolheria sua 
visita de bom grado. Shin-
zo Abe afirmou que fun-
cionários governamentais 
trabalharão para que a 
viagem à China ocorra já 
no próximo mês.
Há um ímpeto crescente 
para a melhora das rela-
ções, já que os dois países 
se preparam para celebrar 
o 40º aniversário de um 
tratado bilateral de paz e 
amizade, no dia 23 de ou-
tubro.

reiniciar a pesca comer-
cial de baleias de algumas 
espécies. O país alega que 
o número está se recupe-
rando desde que a comis-
são suspendeu a pesca co-
mercial em 1988. 
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日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

な
ど
。
そ
の
中な

か

で
、
よ
く
眞ま

子こ

さ
ま
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
ご
訪ほ

う

問も
ん

く
だ
さ
っ
た
と
改あ

ら
た

め
て
感か

ん

謝し
ゃ

、
感か

ん

謝し
ゃ

。

　
　
　
　
　

◎

　

日に

本ほ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
中

ち
ゅ
う

央お
う

協き
ょ
う

会か
い

（
大お

お

前ま
え

孝た
か

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
の
会か

い

報ほ
う

『
ブ
ラ
ジ
ル
特と

く

報ほ
う

』
１
６
２
６

号ご
う

が
９
月が

つ

に
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ニ
ア
最さ

い

古こ

の
少

し
ょ
う

年ね
ん

太た
い

鼓こ

隊た
い

に
始は

じ

ま
り
、
〃
魅み

せ
る
太た

い

鼓こ

〃
を
目め

指ざ

し
て
４
０
年ね

ん

―
―
丹た

ん

下げ

セ
ツ
子こ

太た
い

鼓こ

道ど
う

場
じ
ょ
う

（
梶か

じ

原わ
ら

ア
ウ
ミ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
う）
は
「
第だ

い

８
回か

い

発は
っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

」
を
２
日か

、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
開か

い

催さ
い

し
た
。
舞ぶ

台た
い

は
創そ

う

立り
つ

４
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

を
紐ひ

も

解と

く
か
た
ち
で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
要よ

う

素そ

を
取と

り
入い

れ
独ど

く

自じ

に
発は

っ

展て
ん

を
遂と

げ
て
き
た
丹た

ん

下げ

道ど
う

場じ
ょ
うの
門も

ん

下か

生せ
い

ら
に
よ

る
圧あ

っ

巻か
ん

の
演え

ん

奏そ
う

に
、
お
よ
そ
３
０
０
人に

ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

で
満ま

ん

杯ぱ
い

に
な
っ
た
会か

い

場じ
ょ
うが
熱ね

っ

狂き
ょ
うし
た
。

い
つ
も
な
が
ら
読よ

み
ど
こ
ろ

満ま
ん

載さ
い

な
の
に
驚お

ど
ろ

く
。
な
ぜ
ブ

ラ
ジ
ル
が
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯は

い

で

最さ
い

近き
ん

勝か

て
な
く
な
っ
た
の
か

を
人じ

ん

種し
ゅ

論ろ
ん

か
ら
論ろ

ん

じ
た
《
ブ

ラ
ジ
ル
が
「
普ふ

通つ
う

に
」
勝か

て

る
時じ

代だ
い

は
終お

わ

っ
た
》
と
の
コ

ラ
ム
が
俊

し
ゅ
ん

逸い
つ

。
か
つ
て
ペ
レ
の

時じ

代だ
い

の
Ｗ
杯は

い

に
は
黒こ

く

人じ
ん

出し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

は
珍め

ず
ら

し
か
っ
た
が
、
今い

ま

を
支さ

さ

え
て
く
れ
た
皆み

な

さ
ん
の

お
か
げ
」
と
丹た

ん

下げ

さ
ん
は
往お

う

時じ

を
振ふ

り

返か
え

る
。
周

し
ゅ
う

囲い

か
ら
の

支し

援え
ん

を
得え

て
催も

よ
お
し
事ご

と

で
披ひ

露ろ
う

す
る
う
ち
、
生せ

い

徒と

は
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と

増ふ

え
て
い
っ
た
。

　

第だ
い

二に

幕ま
く

で
は
、
同ど

う

道ど
う

場じ
ょ
うの

特と
く

色し
ょ
くと
な
る
助す

け

六ろ
く

流り
ゅ
うの
曲き

ょ
く
を

演え
ん

奏そ
う

。
こ
れ
は
東と

う

京き
ょ
うの
盆ぼ

ん

太た
い

鼓こ

ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
斜な

な

め
台だ

い

に
よ
る
打だ

法ほ
う

を
特と

く

徴ち
ょ
うと
す
る

も
の
。「
助す

け

六ろ
く

太だ
い

鼓こ

」
創そ

う

始し

者し
ゃ

で
あ
る
今い

ま

泉い
ず
み

豊ゆ
た
か

家い
え

元も
と

と

日に

本ほ
ん

で
知し

り
合あ

い
、
丹た

ん

下げ

さ

ん
は
０
２
年ね

ん

に
導ど

う

入に
ゅ
う。
０
４

年ね
ん

に
は
マ
リ
ン
ガ
勢せ

い

至し

丸ま
る

太だ
い

鼓こ

に
も
指し

導ど
う

を
始は

じ

め
、
当と

う

地ち

で
浸し

ん

透と
う

し
て
い
っ
た
。

　
「
太た

い

鼓こ

を
叩た

た

く
側が

わ

が
満ま

ん

足ぞ
く

す
る
の
で
は
な
く
、
お
客き

ゃ
く
さ

ん
が
ど
う
思お

も

う
か
。
シ
ョ
ー

と
し
て
〃
魅み

せ
る
太た

い

鼓こ

〃
で

は
な
く
て
は
」
―
―
そ
ん
な

師し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
受う

け

継つ

い
だ
梶か

じ

原わ
ら

代だ
い

表ひ
ょ
うの
も
と
、
１
０
年ね

ん

か
ら
は

新あ
ら

た
な
道み

ち

を
歩あ

ゆ

み
始は

じ

め
た
。

　

そ
ん
な
独ど

く

自じ

の
発は

っ

展て
ん

を
遂と

げ
て
き
た
演え

ん

奏そ
う

を
見み

せ
た
の

が
第だ

い

三さ
ん

幕ま
く

だ
。
海か

い

藤と
う

司つ
か
さ

三し
ゃ

味み

線せ
ん

教き
ょ
う

室し
つ

で
学ま

な

ん
だ
生せ

い

徒と

が
三し

ゃ

味み

線せ
ん

や
笛ふ

え

を
取と

り
入い

れ

た
「
ソ
ー
ラ
ン
節ぶ

し

」。
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
に
よ
る
西せ

い

洋よ
う

の
リ
ズ
ム

を
取と

り
込こ

ん
で
和わ

洋よ
う

折せ
っ

衷ち
ゅ
うを

試こ
こ
ろみ
た
「
パ
ノ
ラ
マ
」
に
加く

わ

　
【
ら
ぷ
ら
た
報ほ

う

知ち

１
３
日に

ち

付づ
け

】
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
日に

本ほ
ん

二に

国こ
く

間か
ん

の
修

し
ゅ
う

好こ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
産さ

ん

肉に
く

の
日に

本ほ
ん

市し

場じ
ょ
う

解か
い

放ほ
う

を

祝い
わ

い
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
パ

タ
ゴ
ニ
ア
・
ラ
ム(

小こ

羊ひ
つ
じ)

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及お

よ

び
試し

食し
ょ
く

会か
い

を
８
月が

つ

２
９
日に

ち

に
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市し

内な
い

の
料

り
ょ
う

亭て
い

ニ
ッ
ポ
リ
で
開か

い

催さ
い

し
た
。
日に

ち

亜あ

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

自じ

体た
い

は
、
在ざ

い

亜あ

日に

本ほ
ん

大た
い

使し

館か
ん

に
よ
っ
て
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市し

の
キ
チ

ネ
ル
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ
ー
で
２
月が

つ

２
１
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
ガ
ブ

リ
エ
ラ
・
ミ
チ
ェ
ッ
テ
ィ
亜あ

国く
に

副ふ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは
じ
め
、
他た

の

官か
ん

僚り
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
催も

よ
お

し
に
は
福ふ

く

嶋し
ま

教の
り

輝て
る

特と
く

命め
い

全ぜ
ん

権け
ん

大た
い

使し

を
筆ひ

っ

頭と
う

に
、
エ
ス
テ
バ
ン
・
ブ
ー
リ

ッ
チ
上

じ
ょ
う

院い
ん

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
ア
リ

シ
ア
・
寺て

ら

田だ

下か

院い
ん

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
カ
ル
メ
ン
・
ポ
ジ
ェ
ー

ド
下か

院い
ん

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
紀き

伊い

俊と
し

夫お

ジ
ェ
ト
ロ
デ
ィ
レ
ク
タ

え
、
提て

い

携け
い

関か
ん

係け
い

に
あ
る
担か

つ

ぎ

太た
い

鼓こ

を
特と

く

徴ち
ょ
うと
す
る
サ
ン
ベ

ル
ナ
ル
ド
気き

炎え
ん

太た
い

鼓こ

の
友ゆ

う

情
じ
ょ
う

出し
ゅ
つ

演え
ん

に
よ
る
「
大お

お

晦み
そ

日か

」
な

ど
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ

る
〃
魅み

せ
る
太た

い

鼓こ

〃
に
会か

い

場
じ
ょ
う

は
熱ね

っ

気き

を
帯お

び
た
。

ー
と
米よ

ね

須す

清き
よ

文ふ
み

日に
ち

亜あ

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

委い

員い
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

等ら

、
亜あ

国く
に

及お
よ

び
日に

本ほ
ん

の

官か
ん

僚り
ょ
う

や
財ざ

い

界か
い

人じ
ん

、
亜あ

国く
に

外が
い

務む

省し
ょ
う、
日に

ち

亜あ

合ご
う

同ど
う

委い

員い
ん

会か
い

役や
く

員い
ん

、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
特と

く

別べ
つ

招し
ょ
う

待た
い

者し
ゃ

が
集あ

つ

ま
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開か

い

会か
い

及お
よ

び

閉へ
い

会か
い

式し
き

で
は
日に

本ほ
ん

を
代だ

い

表
ひ
ょ
う

す
る
タ
ン
ゴ
歌か

手し
ゅ

冴さ
え

木き

杏あ
ん

奈な

さ
ん(

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
、
タ
ン
ゴ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
か
ら
特と

く

別べ
つ

ゲ
ス
ト)

が

“C
on las A

las

”, 

“E
l 

（左
ひだり

から）島
しま

袋
ぶくろ

会
かい

長
ちょう

、平
ひら

井
い

評
ひょう

議
ぎ

員
いん

会
かい

長
ちょう

　
一い

っ

般ぱ
ん

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

「
海か

い

外が
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

人じ
ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

協き
ょ
う

会か
い

」（
Ａ

Ｏ
Ｔ
Ｓ
）
ブ
ラ
ジ
ル
同ど

う

窓そ
う

会か
い

の
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うに
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

氏し

、

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

長ち
ょ
うに
平ひ

ら

井い

パ
ウ
ロ

氏し

が
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
挨あ

い

拶さ
つ

の
た
め

１
２
日に

ち

に
本ほ

ん

紙し

を
訪お

と
ず

れ
た
。

　

主お
も

に
開か

い

発は
つ

途と

上じ
ょ
う

国こ
く

の
産さ

ん

業
ぎ
ょ
う

人じ
ん

材ざ
い

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
研け

ん

修し
ゅ
う

及お
よ

び
専せ

ん

門も
ん

家か

派は

遣け
ん

等な
ど

の
技ぎ

術
じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
推す

い

進し
ん

す
る
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

機き

関か
ん

と
し
て
、
１
９
５
９
年ね

ん

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
同ど

う

会か
い

。
現げ

ん

在ざ
い

、

世せ

界か
い

４
３
カ
国こ

く

に
同ど

う

窓そ
う

会か
い

組そ

織し
き

を
有ゆ

う

す
る
。

　

当と
う

地ち

で
は
７
０
年ね

ん

代だ
い

に
活か

つ

動ど
う

が
始は

じ

ま
り
、
こ
れ
ま
で
に

２
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

の
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

を

送そ
う

出し
ゅ
つし
て
き
た
。
当と

う

初し
ょ

は
品ひ

ん

質し
つ

・
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

向こ
う

上じ
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

の

取し
ゅ

得と
く

を
主し

ゅ

目も
く

的て
き

と
し
た
約や

く

１

年ね
ん

間か
ん

の
研け

ん

修し
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
う
だ
っ
た
と

い
い
、
平ひ

ら

井い

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

長ち
ょ
うは

「
当と

う

地ち

の
各か

く

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

で
品ひ

ん

質し
つ

生せ
い

産さ
ん

管か
ん

理り

を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た

の
は
、
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
通つ

う

じ
た

日に

本ほ
ん

方ほ
う

式し
き

だ
」
と
話は

な

す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
、
日に

本ほ
ん

式し
き

経け
い

営え
い

等な
ど

を
学ま

な

ぶ
約や

く

１
０
日か

間か
ん

の
研け

ん

修
し
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うに
移い

行こ
う

し
、
日に

本ほ
ん

の
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
う

進し
ん

出し
ゅ
つ

支し

援え
ん

も
一ひ

と

つ
の

柱は
し
らと
な
っ
た
。

　

島し
ま

袋ぶ
く
ろ

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
「
日に

本ほ
ん

の
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
うは
世せ

界か
い

に
通つ

う

用よ
う

す
る
技ぎ

術じ
ゅ
つを
持も

ち
な
が
ら
、

海か
い

外が
い

進し
ん

出し
ゅ
つし

て
い
る
割わ

り

合あ
い

は

欧お
う

米べ
い

の
半は

ん

分ぶ
ん

」
と
い
う
の
が

現げ
ん

状じ
ょ
う。
そ
ん
な
な
か
、
近き

ん

年ね
ん

で
は
日に

本ほ
ん

貿ぼ
う

易え
き

振し
ん

興こ
う

機き

構こ
う

に

加く
わ

え
、
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

も

民み
ん

間か
ん

連れ
ん

携け
い

事じ

業ぎ
ょ
うを
通つ

う

じ
、
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
うの
海か

い

外が
い

進し
ん

出し
ゅ
つ

促そ
く

進し
ん

で
は
多お

お

く
の
国く

に

が
「
ブ
ラ
ジ

ル
化か

」
し
た
か
ら
勝か

て
な
く

な
っ
た
と
か
。
ペ
レ
の
当と

う

時じ

か
ら
人じ

ん

種し
ゅ

混こ
ん

合ご
う

だ
っ
た
ブ
ラ

ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
う

チ
ー
ム
は
、
頭

あ
た
ま

一ひ
と

つ
飛と

び
ぬ
け
た
存そ

ん

在ざ
い

。
と
こ

ろ
が
今い

ま

で
は
ど
の
チ
ー
ム
も

人じ
ん

種し
ゅ

混こ
ん

合ご
う

が
当あ

た
り
前ま

え

。
例た

と

え
ば
今こ

ん

回か
い

優ゆ
う

勝し
ょ
うし
た
フ
ラ
ン

ス
代だ

い

表ひ
ょ
うで
す
ら
、
旧

き
ゅ
う

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

か
ら
の
黒こ

く

人じ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

が
ズ
ラ
リ
。

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。
そ

の
ほ
か
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
酒さ

け

革か
く

命め
い

」
特と

く

集し
ゅ
う、「
将

し
ょ
う

棋ぎ

の
未み

来ら
い

と
ブ
ラ
ジ
ル
」
な
ど
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
内な

い

容よ
う

が
色い

ろ

々い
ろ

。
同ど

う

会か
い

報ほ
う

の

無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

が
受う

け
ら
れ
る
会か

い

員い
ん

も
募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う。
詳く

わ

し
く
は
同ど

う

サ
イ
ト
（h

ttp
s://n

ip
o-

brasil.org/

）
ま
で
。

三し
ゃ

味み

線せ
ん

、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
共き

ょ
う

演え
ん

も

魅み

せ
る
太た

い

鼓こ

を
目め

指ざ

し
て
研け

ん

鑽さ
ん

dia que m
e qu

ieras

”

, 

“C
olor E

speran
za

”

を
実じ

つ

演え
ん

で
披ひ

露ろ
う

し
た
。
親し

た

し

み
深ふ

か

い
彼か

の

女じ
ょ

と
そ
の
美び

声せ
い

が

聴ち
ょ
う

衆し
ゅ
うを
魅み

了り
ょ
うし
、
ま
た
最さ

い

後ご

の
２
曲き

ょ
く

は
日に

本ほ
ん

語ご

で
唱

し
ょ
う

歌か

さ

れ
た
。

　

日に
っ

系け
い

の
調

ち
ょ
う

理り

師し

フ
ア
ン
・

マ
ス
オ
カ
氏し

が
、
パ
タ
ゴ

ニ
ア
・
ラ
ム
の
持も

ち
味あ

じ

を
活い

か
し
て
日に

本ほ
ん

式し
き

に
調

ち
ょ
う

理り

し
た

１
４
皿さ

ら

の
絶ぜ

つ

妙み
ょ
う

メ
ニ
ュ
ー

に
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

は
舌し

た

鼓つ
づ
みを
打う

っ

た
。

日に

本ほ
ん

市し

場じ
ょ
う

解か
い

放ほ
う

祝い
わ

っ
て
試し

食し
ょ
く

会か
い

日に
ち

亜あ

修し
ゅ
う

好こ
う

120
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

の
絶ぜ

っ

品ぴ
ん

料り
ょ
う

理り

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
州

し
ゅ
う 

リ
オ
・
ガ
ジ
ェ
ゴ
・
モ
ン
テ
カ
ル
ロ

食し
ょ
く

肉に
く

セ
ン
タ
ー(

フ
リ
ゴ
リ

フ
ィ
コ)

の
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・

ゼ
ウ
グ
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

は
、
パ
タ
ゴ

ニ
ア
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
牧ぼ

く

羊よ
う

の

説せ
つ

明め
い

だ
け
で
な
く
、
開か

い

発は
つ

や

工こ
う

業ぎ
ょ
う、
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

化か

の
解か

い

説せ
つ

も
行

お
こ
な

っ
た
。

　

料
り
ょ
う

亭て
い

ニ
ッ
ポ
リ
の
リ
カ
ル

ド
高た

か

山や
ま

氏し

は
会か

い

議ぎ

主し
ゅ

催さ
い

者し
ゃ

、

出し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表

あ
ら
わ

し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
日に

本ほ
ん

の

二に

国こ
く

間か
ん

の
更さ

ら

な
る
成せ

い

長ち
ょ
うの
期き

待た
い

を
述の

べ
、
最さ

い

後ご

に
福ふ

く

嶋し
ま

特と
く

命め
い

全ぜ
ん

権け
ん

大た
い

使し

が
ブ
ー
リ
ッ
チ

上じ
ょ
う

院い
ん

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
米よ

ね

須す

委い

員い
ん

会か
い会
長ち

ょ
う

と
共と

も

に
日に

ち

亜あ

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

に
祝

し
ゅ
く

杯は
い

し

こ
の
感か

ん

動ど
う

的て
き

な
日に

本ほ
ん

と
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
夜よ

る

を
締し

め
括く

く

っ

た
。

　

西に
し

日に

本ほ
ん

豪ご
う

雨う

で
甚じ

ん

大だ
い

な
被ひ

害が
い

を
受う

け
た
母ぼ

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

支し

援え
ん

の
た
め
に
義ぎ

援え
ん

金き
ん

募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
き
た
岡お

か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
角す

な
み南
美み

佐さ

子こ

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、

１
５
日に

ち

の
締し

め

切き

り
を
前ま

え

に
角す

な
み南
会か

い

長ち
ょ
う、
岡お

か

美み

恵え

子こ

婦ふ

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
うが
来ら

い

社し
ゃ

し
、
募ぼ

金き
ん

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
た
。

　

岡お
か

山や
ま

県け
ん

は
県け

ん

内な
い

死し

者し
ゃ

数す
う

が

６
１
人に

ん

に
の
ぼ
り
、
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

に
次つ

ぐ
深し

ん

刻こ
く

な
被ひ

害が
い

を
受う

に
は
急き

ゅ
う

き
ょ
、
支し

援え
ん

目も
く

的て
き

の

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
会か

い

を
特と

く

別べ
つ

に
開か

い

催さ
い

し
、
３
０
０
食し

ょ
く

が

ほ
ぼ
完か

ん

売ば
い

。
８
千せ

ん

レ
ア
ル
近ち

か

く
が
集あ

つ

ま
っ
た
。

　

角す
な
み南
会か

い

長ち
ょ
う、
岡お

か

婦ふ

人じ
ん

会か
い

長
ち
ょ
う

に
よ
れ
ば
、「
普ふ

段だ
ん

と
は
異こ

と

な
る
県け

ん

人じ
ん

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

以い

外が
い

の

客き
ゃ
く

が
多お

お

か
っ
た
。
母ぼ

県け
ん

の

窮き
ゅ
う

状じ
ょ
う

を
知し

っ
て
、
支し

援え
ん

の

た
め
に
皆み

な

さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て

参さ
ん

加か

し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と

協き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を

の
べ
た
。
日に

本ほ
ん

円え
ん

に
し
て
約や

く

４
０
万ま

ん

円え
ん

が
集あ

つ

ま
り
、
３
度ど

目め

の
送そ

う

金き
ん

を
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

。

　

角す
な
み南
会か

い

長ち
ょ
うは
「
金き

ん

額が
く

は
大お

お

き
く
な
い
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
岡お

か

山や
ま

の
皆み

な

さ
ん
の
こ
と
を

心し
ん

配ぱ
い

し
て
い
る
と
い
う
気き

持も

ち
を
伝つ

た

え
た
か
っ
た
」
と
胸む

ね

に
手て

を
置お

き
、
岡お

か

婦ふ

人じ
ん

会か
い

長
ち
ょ
う

も
「
皆み

な

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
く
れ
た

か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
募ぼ

金き
ん

が

寄よ

せ
ら
れ
た
。
皆み

な

さ
ん
の
気き

持も

ち
が
被ひ

災さ
い

地ち

に
届と

ど

き
、
被ひ

災さ
い

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

が
一い

ち

日に
ち

で
も
早は

や

く
元も

と

の
生せ

い

活か
つ

に
戻も

ど

れ
る
よ
う

切き
り

に
願ね

が

っ
て
い
ま
す
」
と
手て

を
合あ

わ
せ
た
。

（７） ２０１８年第５０８３号 	 ９月	１５日	（土曜日）

中ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
う

進し
ん

出し
ゅ
つ

支し

援え
ん

に
意い

欲よ
く

島し
ま

袋ぶ
く
ろ

氏し

、
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
う

に
就し

ゅ
う

任に
ん

ＡＯＴＳ

「
皆み

な

さ
ん
の
協き

ょ
う

力り
ょ
く

の
お
か
げ
」

母ぼ

県け
ん

に
義ぎ

援え
ん

金き
ん

約や
く

４
０
万ま

ん

円え
ん

贈お
く

る

岡
おか
山
やま
県
けん
人
じん
会
かい

出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

でフィーナーレを飾
かざ

った

試
し

食
しょく

会
かい

の様
よう

子
す

（らぷらた報
ほう

知
ち

提
てい

供
きょう

）

丹た
ん

下げ

太た
い

鼓こ

道ど
う

場じ
ょ
う

４
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

に
３
０
０
人に

ん

　

最さ
い

後ご

は
全ぜ

ん

員い
ん

で
「
夏な

つ

祭ま
つ

り
」

を
演え

ん

奏そ
う

。
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

が
ど
ん
ど

ん
入い

れ
替か

わ
る
見み

応ご
た

え
あ
る

演え
ん

奏そ
う

で
会か

い

場じ
ょ
うは
熱ね

っ

気き

に
包つ

つ

ま

れ
、
拍は

く

手し
ゅ

喝か
っ

采さ
い

で
閉へ

い

幕ま
く

し
た
。

　

浜は
ま

崎さ
き

さ
ん
は
「
太た

い

鼓こ

を
教お

し

え
た
い
と
い
う
先せ

ん

生せ
い

の
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

機き

関か
ん

に
は
で
き
な
い
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
うと
現げ

ん

地ち

側が
わ

と
の
親し

ん

密み
つ

な
関か

ん

係け
い

作づ
く

り
の
手て

助だ
す

け
な
ど
、
活か

つ

動ど
う

を
広ひ

ろ

げ
て
い
き
た
い
」
と

見み

通と
お

し
た
。

　

な
お
、
同ど

う

ブ
ラ
ジ
ル
同ど

う

窓そ
う

会か
い

及お
よ

び
平ひ

ら

井い

パ
ウ
ロ
氏し

の
長な

が

年ね
ん

の
功こ

う

績せ
き

に
対た

い

し
、
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

の
「
笠か

さ

戸と

丸ま
る

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う」
が
、
先せ

ん

月げ
つ

２
４
日か

に
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。

が
何な

に

よ
り
嬉う

れ

し
か
っ
た
。
あ

れ
か
ら
あ
っ
と
い
う
間ま

に
４
０

年ね
ん

が
経た

っ
て
し
ま
っ
た
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
忘わ

す

れ
な

い
で
欲ほ

し
い
。
自じ

分ぶ
ん

に
子こ

供ど
も

は
い
な
い
が
、
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

の
若わ

か

者も
の

に
大た

い

切せ
つ

に
伝つ

た

え
て
い
き
た

　

４
０
年ね

ん

前ま
え

、
ガ
ル
ボ
ン
・

ブ
エ
ノ
街が

い

を
歩あ

る

い
て
い
た
丹た

ん

下げ

さ
ん
が
、
ミ
ニ
着き

物も
の

店て
ん

か
ら

子こ

供ど
も

達た
ち

が
太た

い

鼓こ

を
叩た

た

い
て
い

る
音お

と

を
耳み

み

に
し
た
こ
と
か
ら

始は
じ

ま
っ
た
。
祭ま

つ
り
で
太た

い

鼓こ

が
叩た

た

か
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
独ど

く

立り
つ

し
た
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

は
ま
だ
な

い
時じ

代だ
い

だ
っ
た
。

　
「
太た

い

鼓こ

を
習な

ら

い
た
い
か
」。

丹た
ん

下げ

さ
ん
の
問と

い
か
け
に
二ふ

た
つ

返へ
ん

事じ

で
答こ

た

え
た
子こ

供ど
も

達た
ち

の
両

り
ょ
う

親し
ん

の
承

し
ょ
う

諾だ
く

を
受う

け
、
メ
ン
バ

ー
５
人に

ん

か
ら
な
る
「
丹た

ん

下げ

セ
ツ
コ
少

し
ょ
う

年ね
ん

太た
い

鼓こ

隊た
い

」
が
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
。

　

丹た
ん

下げ

さ
ん
が
子こ

供ど
も

に
太た

い

鼓こ

の
基き

礎そ

的て
き

な
叩た

た

き
方か

た

を
教お

し

え

る
た
め
作さ

っ

曲き
ょ
くし
た
「
祝い

わ

い
」

で
発は

っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

は
幕ま

く

開あ

け
し
た
。

当と
う

時じ

１
１
歳さ

い

だ
っ
た
初し

ょ

期き

メ

ン
バ
ー
、
創そ

う

設せ
つ

以い

来ら
い

太た
い

鼓こ

と

共と
も

に
人じ

ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

ん
で
き
た
浜は

ま

崎さ
き

芳よ
し

一か
ず
さ
ん
（
５
１
、
二に

世せ
い

）

ら
が
演え

ん

奏そ
う

し
た
。

　
「
初は

じ

め
は
太た

い

鼓こ

を
貸か

し
て
も

ら
っ
て
練れ

ん

習し
ゅ
うし
た
。
今こ

ん

日に
ち

が

あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
活か

つ

動ど
う

け
た
。
同ど

う

県け
ん

危き

機き

管か
ん

理り

課か

に

よ
れ
ば
、
９
月が

つ

１
３
日に

ち

時じ

点て
ん

で
も
避ひ

難な
ん

所じ
ょ

２
２
カ
所し

ょ

で

５
７
７
人に

ん

が
避ひ

難な
ん

生せ
い

活か
つ

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

同ど
う

会か
い

は
６
月が

つ

の
フ
ェ
イ
ジ

ョ
ア
ー
ダ
会か

い

、
７
月が

つ

の
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
慌

あ
わ
た
だし
い
日に

っ

程て
い

の

な
か
、
母ぼ

県け
ん

の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
受う

け

て
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

を
開か

い

始し

。
先せ

ん

月げ
つ

（
左ひ

だ
り

か
ら
）
角す

な
み南
会か

い

長ち
ょ
う

、
岡お

か

婦ふ

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

丹た
ん

下げ

さ
ん
は
「
今こ

ん

回か
い

は
観か

ん

客き
ゃ
くの
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うが
伯は

く

人じ
ん

だ
っ

た
。
楽た

の

し
ん
で
い
た
だ
け
て

何な
に

よ
り
。
私わ

た
し

が
死し

ん
で
も
、

ず
っ
と
道ど

う

場じ
ょ
うが
続つ

づ

い
て
欲ほ

し

い
」
と
目め

を
細ほ

そ

め
た
。

年ね
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
日に

ち

亜あ

修
し
ゅ
う

好こ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
日ひ

エ
ク
ア

ド
ル
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

樹じ
ゅ

立り
つ

１
０
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

メ
キ
シ
コ
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

樹じ
ゅ

立り
つ

１
３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
日ひ

コ
ロ
ン
ビ
ア
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

樹じ
ゅ

立り
つ

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
ウ
ル
グ
ア
イ

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

、
キ
ュ
ー
バ

　

日に

本ほ
ん

の
ウ
ニ
ベ
ル
ツ
ー

ル
社し

ゃ

サ
イ
ト
（h

ttp
://

u
n

iver.n
et/n

ew
s/

n
e

w
s2

0
1

8
0

1
2

3
_

m
em

orial.htm
l

）
に
よ

れ
ば
、
今こ

年と
し

は
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

８
カ

国こ
く

が
節ふ

し

目め

の
年と

し

だ
と
か
。
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

が
進す

す

ん
で
い
る
。

　
「
研け

ん

修し
ゅ
う

事じ

業
ぎ
ょ
う

が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
今い

ま

が
あ

る
。
日に

本ほ
ん

に
は

恩お
ん

義ぎ

を
感か

ん

じ
て

い
る
。
当と

う

地ち

で

は
２
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
人じ

ん

材ざ
い

が
、

様さ
ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で

活か
つ

躍や
く

し
て
い
る
。

そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活い

か

し
、
他た

の
援え

ん

助じ
ょ



気き

持も

ち
を
新あ

ら

た
に
し
た
。
若わ

か

い
人ひ

と

に
も
さ
ら
に
伝つ

た

え
て
い

き
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

浄
じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
う

本ほ
ん

派ぱ

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

（
西に

し

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

）
南な

ん

米べ
い

教き
ょ
う

団だ
ん

（
梶か

じ

原わ
ら

マ
リ
オ
総そ

う

長ち
ょ
う）

は
「
第だ

い

５
回か

い

南な
ん

米べ
い

門も
ん

信し
ん

徒と

大た
い

会か
い

」
を
今こ

ん

月げ
つ

９
日か

、
聖せ

い

州し
ゅ
うア

チ
バ
イ
ア
市し

内な
い

の
ホ
テ
ル
「B

ou
rbon

 A
tibaia C

on
ven
tion
 &
 Sp
a R
esort

」
で

開か
い

催さ
い

し
た
。
２
０
１
４
年ね

ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
大お

お

谷た
に

光こ
う

淳じ
ゅ
ん

第だ
い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

（
４
１
）
が
初は

じ

め
て
来ら

い

伯は
く

。
全ぜ

ん

伯は
く

と
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
か
ら
門も

ん

信し
ん

徒と

約や
く

８
０
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
り
門も

ん

主し
ゅ

就し
ゅ
う

任に
ん

を
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

す
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
開か

い

教き
ょ
うの

志
こ
こ
ろ
ざ
しを

新あ
ら

た
に
し
た
。

見み

方か
た

を
す
る
状

じ
ょ
う

態た
い

を
悟さ

と

り
と

言い

う
」
と
仏ぶ

っ

教き
ょ
うの

基き

本ほ
ん

的て
き

な

考か
ん
がえ

方か
た

を
述の

べ
た
。

　

ま
た
、「
仏ぶ

っ

教き
ょ
うは

成
じ
ょ
う

仏ぶ
つ

道ど
う

、

す
な
わ
ち
仏ぶ

つ

に
成な

る
道み

ち

を
目め

指ざ

す
も
の
。
成

じ
ょ
う

仏ぶ
つ

道ど
う

は
山や

ま

の

麓ふ
も
とか

ら
頂

ち
ょ
う

上じ
ょ
うへ

の
通つ

う

じ
る
道み

ち

の
よ
う
な
も
の
で
必か

な
ら

ず
し
も

一い
っ

本ぽ
ん

で
は
な
い
」と
諭さ

と

し
た
。

　

梶か
じ

原わ
ら

総そ
う

長ち
ょ
うは

「
ご
門も

ん

主し
ゅ

が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
、

す
べ
て
の
僧そ

う

侶り
ょ

と
門も

ん

信し
ん

徒と

が

ま
す
ま
す
ブ
ラ
ジ
ル
の
地ち

に

み
教お

し

え
を
根ね

付づ

か
せ
よ
う
と

つ
い
て
大お

お

谷た
に

光こ
う

淳じ
ゅ
ん

第だ
い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

に
聞き

い
た
。

―
―
今こ

ん

回か
い

の
来ら

い

伯は
く

の
目も

く

的て
き

を

教お
し

え
て
く
だ
さ
い
。

「
父ち

ち

の
後あ

と

を
受う

け
て
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

派は

の
門も

ん

主し
ゅ

に
な
り
、
京

き
ょ
う

都と

で

皆み
な

様さ
ま

と
一い

っ

緒し
ょ

に
阿あ

弥み

陀だ

様さ
ま

に

ご
報ほ

う

告こ
く

す
る
法ほ

う

要よ
う

を
８
０
日に

ち

間か
ん

お
勤つ

と

め
を
し
た
。
今こ

ん

回か
い

の

目も
く

的て
き

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
開か

い

教き
ょ
う

区く

の
方か

た

々が
た

に
そ
の
こ
と
を
知し

っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
門も

ん

主し
ゅ

と

し
て
私わ

た
し

の
言こ

と

葉ば

で
直

ち
ょ
く

接せ
つ

教お
し

え

を
お
伝つ

た

え
す
る
こ
と
。
ブ
ラ

ジ
ル
以い

外が
い

で
は
カ
ナ
ダ
、
ハ

ワ
イ
、
台た

い

湾わ
ん

、
香ほ

ん
こ
ん港
に
既す

で

に

行い

っ
た
。
来ら

い

年ね
ん

は
、
ネ
パ
ー

ル
と
ア
メ
リ
カ
本ほ

ん

土ど

に
行い

く
」

―
―
ブ
ラ
ジ
ル
の
印い

ん

象し
ょ
うを
教お

し

え
て
く
だ
さ
い
。

「
街ま

ち

ご
と
に
大お

お

き
さ
や
日に

っ

系け
い

人じ
ん

口こ
う

が
違ち

が

い
、
多た

様よ
う

だ
と
感か

ん

じ
た
。
週

し
ゅ
う

末ま
つ

に
行い

っ
た
お
寺て

ら

で
は
た
く
さ
ん
若わ

か

い
方か

た

や
子こ

供ど
も

さ
ん
に
来き

て
い
た
だ
い
た
。

言こ
と

葉ば

が
わ
か
ら
な
く
て
も
お

寺て
ら

と
言い

う
場ば

所し
ょ

が
代だ

い

々だ
い

、
大だ

い

事じ

に
さ
れ
て
い
る
と
感か

ん

じ
た
」

―
―
ブ
ラ
ジ
ル
を
含ふ

く

む
海か

い

外が
い

で
教お

し

え
を
広ひ

ろ

め
る
こ
と
に
ど

の
よ
う
な
意い

義ぎ

が
あ
り
ま
す

か
。

「
最さ

い

近き
ん

で
は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
仏ぶ

っ

教き
ょ
うに
興

き
ょ
う

味み

を
持も

つ
こ
と
が
増ふ

え
て
い
る
。
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

派は

の
場ば

合あ
い

は
台た

い

湾わ
ん

、
香ほ

ん
こ
ん港
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
そ
う
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う
に
な
っ

て
い
る
。
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
と
っ

て
、
仏ぶ

っ

教き
ょ
う
あ
る
い
は
浄

じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
う
は
先せ

ん

祖ぞ

代だ
い

々だ
い

伝つ
た

わ
っ
て
い

る
教お

し

え
で
は
な
い
の
で
、
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

に
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

が
教お

し

え
を
求も

と

め
て
、
仏ぶ

っ

教き
ょ
うが
生い

き
る
支さ

さ

え

に
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
な
か
で
受う

け
継つ

が
れ

て
い
る
面め

ん

も
あ
る
が
、
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

が
浄

じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
うの
教お

し

え
を
支さ

さ

え
に
し
て
ほ
し
い
。
私わ

た
し

た
ち

が
生い

き
て
い
く
う
え
で
ど
う

し
て
も
思お

も

い
通ど

お

り
に
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
す

べ
て
思お

も

い
通ど

お

り
に
な
っ
た
と
し

て
も
幸し

あ
わ

せ
な
人じ

ん

生せ
い

だ
と
は
思お

も

わ
れ
な
い
。

　

ど
の
時じ

代だ
い

で
あ
っ
て
も
ど
こ

大お
お

谷た
に

光こ
う

淳じ
ゅ
ん

第だ
い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

み教
おし

えは生
い

きるよりどころ
「
時じ

代だ
い

と
場ば

所し
ょ

を
超こ

え
て
伝つ

た

え
た
い
」

は
２
０
０
２
年ね

ん

に
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
うし
て

以い

来ら
い

１
６
年ね

ん

ぶ
り
の
来ら

い

伯は
く

だ

が
、
門も

ん

主し
ゅ

と
し
て
は
初は

つ

。
９

月が
つ

１
日た

ち

に
到と

う

着ち
ゃ
く

し
、
１
０

日か

間か
ん

で
聖せ

い

州し
ゅ
うと
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

内な
い

１
０
カ
所し

ょ

を
訪ほ

う

問も
ん

し
、
各か

く

地ち

で
帰き

敬き
ょ
う

式し
き

を
行お

こ
な
っ
た
。
帰き

国こ
く

前ぜ
ん

日じ
つ

の
９
日か

、
ブ
ラ
ジ
ル
で

の
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
う
や
海か

い

外が
い

で
の
開か

い

教き
ょ
うに

世
せ

相
そう

を反
はん

映
えい

する
布
ふ

教
きょう

活
かつ

動
どう

さ
ん
は
０
５
年ね

ん

に
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
く

に

就し
ゅ
う

任に
ん

し
、
１
１
年ね

ん

に
歌か

手し
ゅ

メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
た
異い

色し
ょ
く

の
経け

い

歴れ
き

の
持も

ち
主ぬ

し

。

　

三み

浦う
ら

さ
ん
が
作さ

っ

曲き
ょ
く、

南な
ん

米べ
い

開か
い

教き
ょ
う

区く

一い
ち

同ど
う

が
作さ

く

詞し

し
た

「
と
も
し
び
〜
Ａ 

ｃ
ｈ
ａ
ｍ

ａ
〜
」
な
ど
日に

ち

ポ
語ご

が
入い

り

混ま

じ
っ
た
曲き

ょ
く

や
、
童ど

う

謡よ
う

な
ど

を
美う

つ
く

し
い
歌う

た

声ご
え

で
歌う

た

っ
た
。

後こ
う

半は
ん

に
は
ギ
タ
ー
に
よ
る

　

大お
お

谷た
に

光こ
う

淳じ
ゅ
ん

第だ
い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

は
１
４
年ね

ん

６
月が

つ

の
法ほ

う

統と
う

継け
い

承し
ょ
う

式し
き

を
経へ

て
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。
今こ

ん

回か
い

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲き

ょ
く

を
演え

ん

奏そ
う

し
、
若わ

か

者も
の

た
ち
は
手て

拍び
ょ
う

子し

で

盛も

り
上あ

が
っ
て
い
た
。

　

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形け

い

式し
き

の
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

を
楽た

の

し
ん
だ
後あ

と

、
帰き

敬き
ょ
う

式し
き

と

参さ
ん

加か

者し
ゃ

全ぜ
ん

体た
い

を
対た

い

象し
ょ
うに

し
た

三み

浦う
ら

さ
ん
の
法ほ

う

話わ

コ
ン
サ
ー

ト
、
交こ

う

歓か
ん

会か
い

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

閉へ
い

会か
い

式し
き

で
は
重

じ
ゅ
う

誓せ
い

偈げ

が
唱と

な

え

ら
れ
、
皆み

な

で
恩お

ん

徳ど
く

讃さ
ん

を
歌う

た

っ

て
締し

め
く
く
っ
た
。

　

０
８
年ね

ん

か

ら
６
年ね

ん

間か
ん

総そ
う

長ち
ょ
う

を
務つ

と

め
た

松ま
つ

峯み
ね

慈じ

晄こ
う

さ

ん
（
８
３
、
奈な

良ら

県け
ん

）
は
６
６

年ね
ん

に
来ら

い

伯は
く

。
以い

降こ
う

、
ブ
ラ
ジ

ル
各か

く

地ち

、
ペ

つ
門も

ん

徒と

移い

民み
ん

は
１
９
１
４
年ね

ん

の
伊い

藤と
う

助す
け

一い
ち

だ
っ
た
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

か

ら
熱ね

っ

心し
ん

な
僧そ

う

侶り
ょ

や
篤と

く

信し
ん

な
真し

ん

宗し
ゅ
う

門も
ん

徒と

ら
が
各か

く

地ち

で
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
なっ
て
い
た
。

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
１
９
５
０
年ね

ん

に

な
る
と
そ
れ
ら
を
統と

う

一い
つ

す
る
こ

と
を
目も

く

的て
き

に
し
た
「
全ぜ

ん

伯は
く

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

会か
い

」
が
発ほ

っ

足そ
く

し
た
。

　

５
４
年ね

ん

、
大お

お

谷た
に

光こ
う

照し
ょ
う

第だ
い

２
３
世せ

い

門も
ん

主し
ゅ

が
初は

じ

め
て
来ら

い

伯は
く

し
４
カ
月げ

つ

に
わ
た
っ
て
各か

く

地ち

を
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
うし
た
。
敗は

い

戦せ
ん

で
祖そ

国こ
く

に
帰か

え

る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
と
っ
て
、
寺じ

院い
ん

は
心こ

こ
ろ
の
依よ

り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

一い
っ

方ぽ
う

、
勝か

ち
組ぐ

み

と
負ま

け
組ぐ

み
対た

い

立り
つ

が
尾お

を
引ひ

い
て
い

ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
開か

い

教き
ょ
うを
続つ

づ

け
た
。
現げ

ん

在ざ
い

は
自じ

宅た
く

で
説せ

っ

法ぽ
う

を
説と

い
た
り
、
お
盆ぼ

ん

の
法ほ

う

要よ
う

を
行お

こ
な

っ
た
り
し
て
い

る
。

　

長な
が

い
開か

い

教き
ょ
う

歴れ
き

の
中な

か

で
最も

っ
と

も

苦く

労ろ
う

し
た
の
が
７
３
年ね

ん

に
完か

ん

成せ
い

し
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

の
建こ

ん

立り
ゅ
うだ
っ
た
。
松ま

つ

峯み
ね

さ
ん

は
建け

ん

築ち
く

の
た
め
の
木も

く

材ざ
い

を
運う

ん

搬ぱ
ん

中ち
ゅ
うに
ゴ
イ
ア
ス
州し

ゅ
う

で
事じ

故こ

に
あ
っ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
の

病び
ょ
う

院い
ん

に
搬は

ん

送そ
う

さ
れ
、
生せ

い

死し

を

さ
ま
よ
っ
た
末す

え

に
一い

ち

命め
い

を
取と

り
留と

め
た
。
隣と

な
り

に
座す

わ

っ
て

い
た
僧そ

う

侶り
ょ

は
即そ

く

死し

だ
っ
た
。

「
今い

ま

は
ブ
ラ
ジ
リ
ア
寺じ

院い
ん

が

非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

へ
の
開か

い

教き
ょ
う

拠き
ょ

点て
ん

に

な
っ
て
い
る
。
あ
の
と
き
の

苦く

労ろ
う

が
あ
っ
た
か
ら
と
し
か

言い

い
よ
う
が
な
い
」
と
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
話は

な

し
た
。

　

門も
ん

主し
ゅ

か
ら
法ほ

う

名み
ょ
うを

授さ
ず

け
ら

れ
る
帰き

敬き
ょ
う

式し
き

に
は
６
８
人に

ん

が

参さ
ん

加か

し
、
新あ

ら

た
に
仏ぶ

つ

弟で

子し

と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一ひ

と

人り

、森も
り

岡お
か

明あ
き

子こ

さ
ん
（
６
１
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
ピ
ラ
ー
ル
・
ド
・

ス
ー
ル
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

会か
い

で
７
年ね

ん

前ま
え

か
ら
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
、「
集あ

つ

ま
っ
た
と
き
は
説せ

っ

法ぽ
う

を
読よ

ん

だ
り
、
バ
ザ
ー
を
し
て
運う

ん

営え
い

資し

金き
ん

を
作つ

く

っ
た
り
、
み
ん
な

で
ワ
イ
ワ
イ
楽た

の

し
い
で
す

よ
」
と
笑え

顔が
お

で
話は

な

す
。

　
「
自じ

分ぶ
ん

の
子こ

供ど
も

は
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

徒と

で
は
な
い
。
仕し

事ご
と

が
忙い

そ
が

し
い

み
た
い
。
で
も
教お

し

え
を
学ま

な

べ

ば
日ひ

び々

を
も
っ
と
安あ

ん

心し
ん

し
て

過す

ご
せ
る
。
若わ

か

い
人ひ

と

に
こ
そ

知し

っ
て
も
ら
い
た
い
わ
」
と

話は
な

し
た
。

に
住す

ん
で
い
て
も
、
私わ

た
し

た
ち

が
生い

き
て
い
く
う
え
で
悩な

や

み

苦く
る

し
み
は
あ
る
。
そ
の
時と

き

に

支さ
さ

え
に
な
る
教お

し

え
が
浄

じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
うで
あ
り
、
時じ

代だ
い

や
場ば

所し
ょ

に

関か
ん

係け
い

な
く
教お

し

え
が
伝つ

た

え
わ
っ

て
い
け
ば
と
思お

も

っ
て
い
る
」

―
―
ブ
ラ
ジ
ル
の
開か

い

教き
ょ
う

区く

を

ど
の
よ
う
に
支し

援え
ん

し
ま
す
か
。

「
こ
れ
か
ら
の
時じ

代だ
い

は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

も
日に

本ほ
ん

語ご

が
で
き
な
い
人ひ

と

が
増ふ

え
て
い
く
。
ま
た
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
も
教お

し

え
を
伝つ

た

え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
語ご

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
教お

し

え

て
、
開か

い

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

に
影え

い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
て
い
た
。
第だ

い

２
３
世せ

い

門も
ん

主し
ゅ

の
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
うに

お
い
て
も
、
行

ぎ
ょ
う

事じ

を
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

だ
っ
た
ツ
ッ
パ

ン
の
青せ

い

年ね
ん

会か
い

館か
ん

が
前ぜ

ん

日じ
つ

に
燃も

や
さ
れ
た
り
、「
行

ぎ
ょ
う

事じ

は
な

い
」
と
デ
マ
を
流な

が

さ
れ
参さ

ん

拝ぱ
い

者し
ゃ

が
少す

く

な
か
っ
た
り
し
た
。

第だ
い

２
３
世せ

い

門も
ん

主し
ゅ

は
心こ

こ
ろ

を
痛い

た

め

た
が
、
そ
の
後ご

４
回か

い

も
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
う

の
た
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
訪お

と
ず

れ

て
い
る
。

　

７
０
年ね

ん

代だ
い

に
な
る
と
す
で

に
多お

お

く
の
開か

い

教き
ょ
う

師し

が
日に

本ほ
ん

か

狭さ

組ぐ
み

覚か
く

成し
ょ
う

寺じ

の
内な

い

藤と
う

知ち

康こ
う

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くに
よ
る
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

が
ポ
語ご

通つ
う

訳や
く

付つ
き

で
行お

こ
な

わ
れ
た
。「
キ

リ
ス
ト
教き

ょ
う

と
異こ

と

な
り
、
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

は
国く

に

に
よ
っ
て
経

き
ょ
う

典て
ん

が
違ち

が

う

が
、
迷ま

よ

い
か
ら
悟さ

と

り
を
目め

指ざ

す
と
い
う
構こ

う

造ぞ
う

が
共

き
ょ
う

通つ
う

し
て

い
る
。
私わ

た
し

た
ち
が
間ま

違ち
が

っ
た

も
の
の
見み

方か
た

を
し
て
い
る
こ

と
を
迷ま

よ

い
と
言い

い
、
正た

だ

し
い

に
教お

し

え
を
伝つ

た

え
る
こ
と
の
２

つ
の
意い

味み

が
込こ

め
ら
れ
て
い

る
。

　

大た
い

会か
い

は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

に
始は

じ

ま

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
各か

く

地ち

と
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
か
ら
門も

ん

信し
ん

徒と

８
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
第だ

い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

は
挨あ

い

拶さ
つ

で
「
浄

じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
うの

み
教お

し

え
は
、
南な

ん

米べ
い

の
地ち

で
多お

お

く
の
方か

た

の
生い

き
る
依よ

り
ど
こ

ろ
と
な
り
ま
す
。
大た

い

会か
い

を
機き

縁え
ん

と
し
て
、
み
教お

し

え
が
よ
り

多お
お

く
の
方か

た

々が
た

に
伝つ

た

わ
る
こ
と

を
願ね

が

っ
て
お
り
ま
す
」
と
話は

な

し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

追つ
い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

で
は
、
梶か

じ

原わ
ら

マ
リ
オ
総そ

う

長ち
ょ
うが

正し
ょ
う

信し
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

偈げ

を
唱と

な

え
、
来ら

い

賓ひ
ん

と
教

き
ょ
う

団だ
ん

理り

事じ

ら
が
焼

し
ょ
う

香こ
う

し

た
。
門も

ん

信し
ん

徒と

ら
も
念ね

ん

仏ぶ
つ

が

ロ
ー
マ
字じ

で
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
大た

い

会か
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見み

な
が

ら
一い

っ

緒し
ょ

に
唱と

な

え
た
。

　

そ
の
後ご

、
福ふ

く

井い

教き
ょ
う

区く

若わ
か

１
１
年ね

ん

ぶ
り
。
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
う
け
つ
ぐ
伝で

ん

灯と
う

、
伝つ

た

え

る
よ
ろ
こ
び
」
に
は
、
門も

ん

主し
ゅ

の
務つ

と

め
を
第だ

い

２
５
代だ

い

が
受う

け

継つ

い
だ
こ
と
と
、
ブ
ラ
ジ
ル

　

門も
ん

信し
ん

徒と

大た
い

会か
い

は
門も

ん

主し
ゅ

の

来ら
い

伯は
く

に
合あ

わ
せ
て
開か

い

催さ
い

さ

れ
て
い
て
、
今こ

ん

回か
い

は
大お

お

谷た
に

光こ
う

真し
ん

第だ
い

２
４
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

を
招ま

ね

い

た
２
０
０
７
年ね

ん

の
時と

き

以い

来ら
い

、

三み

浦う
ら

住じ
ゅ
う

職し
ょ
く

の
法ほ

う

話わ

コ
ン
サ
ー
ト
も

手て

拍び
ょ
う

子し

で
若わ

か

者も
の

盛も

り
上あ

が
る

大お
お

谷た
に

光こ
う

淳じ
ゅ
ん

第だ
い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

が
来ら

い

伯は
く

第だ
い

５
回か

い

南な
ん

米べ
い

門も
ん

信し
ん

徒と

大た
い

会か
い

ら
来き

て
い
て
、
人ひ

と

々び
と

は
ブ
ラ

ジ
ル
に
お
い
て
も
日に

本ほ
ん

と
同ど

う

様よ
う

に
み
教お

し

え
に
触ふ

れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
８
３
年ね

ん

に
始は

じ

め
て

来ら
い

伯は
く

し
た
大お

お

谷た
に

光こ
う

真し
ん

第だ
い

２
４

世せ
い

門も
ん

主し
ゅ

は
、
門も

ん

信し
ん

徒と

が
求も

と

め

て
い
る
不ふ

安あ
ん

の
解か

い

決け
つ

を
説せ

っ

法ぽ
う

に
込こ

め
て
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
うに
当あ

た
っ
た
。

第だ
い

２
４
世せ

い

門も
ん

主し
ゅ

も
さ
ら
に
３

回か
い

来ら
い

伯は
く

し
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

、
大お

お

谷た
に

光こ
う

淳じ
ゅ
ん

第だ
い

２
５

代だ
い

門も
ん

主し
ゅ

が
就

し
ゅ
う

任に
ん

以い

降こ
う

初は
じ

め

て
来ら

い

伯は
く

し
た
。
一い

っ

世せ
い

の
高こ

う

齢れ
い

化か

と
共と

も

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
門も

ん

信し
ん

徒と

数す
う

は
年ね

ん

々ね
ん

減げ
ん

少し
ょ
うし
て
お

り
、
現げ

ん

在ざ
い

約や
く

５
千せ

ん

人に
ん

。
第だ

い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

は
「
日に

本ほ
ん

語ご

が

話は
な

せ
な
い
日に

っ

系け
い

人じ
ん

や
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
教お

し

え
を
知し

っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

に

よ
る
開か

い

教き
ょ
う

が
必ひ

っ

須す

で
あ
る
」

と
話は

な

し
た
。

　

仏ぶ
っ

教き
ょ
うの
教お

し

え
は
時じ

代だ
い

を
経へ

て
も
変か

わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

教お
し

え
の
説と

き
方か

た

は
時と

き

々ど
き

の
世せ

相そ
う

を
反は

ん

映え
い

し
て
移う

つ

り
変か

わ
っ
て

い
る
。

の
伝つ

た

え
方か

た

が
当と

う

然ぜ
ん

必ひ
つ

要よ
う

に

な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
習

し
ゅ
う

慣か
ん

に
合あ

わ
せ
た
教お

し

え
の
伝つ

た

え
方か

た

が
必ひ

つ

要よ
う

に
な
っ

て
く
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
大た

い

会か
い

で
、
私わ

た
し

が

書か

い
た
本ほ

ん

（
１
６
年ね

ん

著ち
ょ

書し
ょ

『
あ
り
の
ま
ま
に
、
ひ
た
む

き
に: 

不ふ

安あ
ん

な
今い

ま

を
生い

き

る
』）
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

版ば
ん

を
記き

念ね
ん

品ひ
ん

と
し
て
お
配く

ば

り

し
た
。
そ
う
い
う
形か

た
ち

で
も
、

教お
し

え
と
い
う
も
の
を
日に

本ほ
ん

語ご

が
わ
か
ら
な
い
方か

た

に
も

知し

っ
て
も
ら
い
た
い
」

挨
あい

拶
さつ

をする大
おお

谷
たに

光
こう

淳
じゅん

第
だい

25 代
だい

門
もん

主
しゅ

　

同お
な

じ
こ
ろ
別べ

っ

室し
つ

で
、
龍

り
ゅ
う

王お
う

山ざ
ん

光こ
う

明み
ょ
う

寺じ

の
三み

浦う
ら

明あ
か

利り

住じ
ゅ
う

職し
ょ
く

が
、
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

向む

け
に
法ほ

う

話わ

コ

ン
サ
ー
ト
を
行お

こ
な

っ
た
。
三み

浦う
ら 講

こう

演
えん

する内
ない

藤
とう

住
じゅう

職
しょく

正
しょう

信
しん

念
ねん

仏
ぶつ

偈
げ

を唱
とな

える梶
かじ

原
わら

総
そう

長
ちょう

▲門
もん

信
しん

徒
と

800 人
にん

が集
あつ

まった

厳
おごそ

かに執
と

り行
おこな

われた移
い

民
みん

110 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

追
つい

悼
とう

法
ほう

要
よう

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

の
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

外が
い

務む

省し
ょ
うが

僧そ
う

侶り
ょ

の
ブ
ラ
ジ
ル
渡と

航こ
う

を
許き

ょ

可か

し
な
い
中な

か

に
あ
っ
て
、
最さ

い

初し
ょ

に
渡と

伯は
く

し
た
真し

ん

宗し
ゅ
う

僧そ
う

籍せ
き

を
持も

第
だい

24 世
せい

門
もん

主
しゅ

の巡
じゅん

教
きょう

の様
よう

子
す

（83年
ねん

、『南
なん

米
べい

教
きょう

団
だん

六
ろく

〇
じゅう

年
ねん

史
し

』より）

サンパウロに到
とう

着
ちゃく

した第
だい

23世
せい

門
もん

主
しゅ

（54年
ねん

、『南
なん

米
べい

教
きょう

団
だん

六
ろく

〇
じゅう

年
ねん

史
し

』より）

大お
お

谷た
に

光こ
う

淳じ
ゅ
ん

第だ
い

２
５
代だ

い

門も
ん

主し
ゅ

に
聞き

く

南
なん

米
べい

教
きょう

団
だん

と門
もん

主
しゅ

巡
じゅん

教
きょう

の歴
れき

史
し

特と
く

集し
ゅ
う　

西に
し

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

三
み

浦
うら

住
じゅう

職
しょく

による法
ほう

話
わ

コンサート
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